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特
集
�1

●チームで総合サービス計画を立案�

●全員で発表資料を入念にチェック�

●カンファレンスでの発表�

●本学オリジナルの教科書を使用�

●事例内報告会の様子�

　
八
月
一
日

〜
七
日
、「
関

連
職
種
連
携

実
習
」が
行
わ

れ
た
。
四
つ

の
ス
テ
ッ
プ

か
ら
な
る
「
関

連
職
種
連
携

教
育
」の
仕
上

げ
と
な
る
こ

の
実
習
で
は
、

「
関
連
職
種

連
携
ワ
ー
ク
」

と
同
様
に
学

科
混
成
チ
ー
ム
を
編
成
。

こ
の
チ
ー
ム
で
病
院
や
福

祉
施
設
に
出
向
い
て
、

実
際
の
患
者
さ
ん
や
利

用
者
さ
ん
を
対
象
に
一

週
間
の
実
習
を
行
っ
た
。

今
年
度
は
全
学
科
か
ら

一
八
○
人
の
学
生
が
二

○
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

本
学
の
附
属
病
院
や
関

連
施
設
な
ど
一
五
の
施

設
に
出
向
い
た
。
�

　
実
習
先
で
は
、
ま
ず
各

職
種
の
現
場
を
訪
れ
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
他
職
種
へ
の

理
解
を
も
深
め
る
と
と
も
に
、
チ
ー
ム
が
担
当

す
る
患
者
さ
ん
や
利
用
者
さ
ん
の
情
報
を
収
集

す
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
結
果
を
サ

マ
リ
ー
に
ま
と
め
た
後
、
治
療

計
画
や
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成

す
る
。
�

　
最
終
日
に
は
、
担
当
の
医
師

や
専
門
職
と
と
も
に
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
に
参
加
し
、
チ
ー
ム
で

ま
と
め
た
治
療
計
画
や
サ
ー
ビ

ス
計
画
を
発
表
す
る
。
こ
こ
で

出
さ
れ
た
意
見
や
質
問
を
吟
味

す
る
こ
と
で
、
計
画
案
は
よ
り

現
実
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
。

ま
さ
し
く
本
物
の
「
職
種
間
連

携
」の
体
験
で
あ
る
。
�

　
こ
れ
を
受
け
て
、
八
月
二
九
日
に
は
大
田
原

キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
報
告
会
」
が
実
施
さ
れ
る
。
�

関
連
職
種
連
携
ワ
ー
ク
報
告
会
�

関
連
職
種
連
携
実
習
�

　
本
学
は
、
患
者
や
利
用
者
を
中
心
に
各
職

種
が
連
携
し
、
質
の
高
い
医
療
や
ケ
ア
を
提

供
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
、
連
携

技
能
の
修
得
を
重
視
し
た「
関
連
職
種
連
携
教

育
」を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
早
期
体
験
実

習
」（
施
設
見
学
）
　
「
関
連
職
種
連
携
論
」（
講

義
）
　
「
関
連
職
種
連
携
ワ
ー
ク
」（
演
習
）

　
「
関
連
職
種
連
携
実
習
」（
臨
床
実
習
）へ
と

段
階
的
に
進
む
本
学
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
あ
る
。
�

　
「
関
連
職
種
連
携
ワ
ー
ク
」
は
問
題
解
決
型

体
験
学
習
で
、
今
年
度
は
全
学
科
か
ら
合
計
九

五
二
名
の
学
生
が
履
修
登
録
し
た
。
�

　
学
科
混
成
の
六
〇
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
各
チ

ー
ム
に
チ
ュ
ー
タ
ー
教
員
が
つ
い
て
、
与
え
ら

れ
た
事
例
に
つ
い
て
、
解
決
方
法
と
職
種
間
連

携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
�

�

　
六
月
二
七
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
関

連
職
種
連
携
ワ
ー
ク
報
告
会
」を
行
っ
た
。
�

　
午
前
の
部
は
「
事
例
内
報
告
会
」と
し
て
、

「
事
例
一
〜
一
一
」、「
電
子
カ
ル
テ
」、「
グ
ロ

ー
バ
ル
」が
一
二
教
室
に
分
か
れ
て
、一
〇
分

間
の
発
表
と
八
分
間
の
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
�

午
後
の
部
は
、
ま
ず
、「
事
例
代
表
報
告
会
」と

し
て
、「
事
例
内
報
告
会
」の
各
教
室
か
ら
互
選

に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
事
例
代
表
、
グ
ロ
ー
バ

ル
代
表
の
一
二
グ
ル
ー
プ
が
三
教
室
に
分
か

れ
て
、
再
度
発
表

を
行
っ
た
。
�

　
そ
の
結
果
、
各

教
室
か
ら
優
秀
賞

が
選
出
さ
れ
、そ
れ

ぞ
れ
の
教
室
で
表

彰
式
を
行
っ
た
。
�

N
S
　
看
護
学
科
�

P
T
　
理
学
療
法
学
科
�

O
T
　
作
業
療
法
学
科
�

S
T
　
言
語
聴
覚
学
科
�

O
R
T
　
視
機
能
療
法
学
科
�

R
T
　
放
射
線
・
情
報
科
学
科
�

S
H
M
　
医
療
福
祉
・
�

　
　
　
　マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

P
S
　
薬
学
科
�

�

学
科
名
称
�

N
S
３
年
 
石
橋
ゆ
か
り
、草
野
祥
徳
、相
馬
佳
奈
�

P
T
３
年
 
麻
山
智
信
、石
川
沙
織
�

O
T
３
年
 
石
井
美
彩
貴
、石
橋
盛
斗
紀
�

S
T
３
年
 
近
藤
瑛
奈
�

O
R
T
３
年
 
吉
田
美
沙
紀
�

R
T
３
年
 
竹
松
勇
貴
、羽
石
太
樹
�

S
H
M
３
年
 
小
堤
敦
子
、石
井
瑞
希
、稲
垣
直
浩
�

P
S
３
年
 
ア
マ
ザ
デ
ハ
ラ
エ
ラ
ヘ
、江
幡
瑞
希
、�

　
　
　
　
　
櫻
井
栞
奈
�

N
S
３
年
 
加
藤
麗
未
、萩
野
谷
里
菜
�

P
T
３
年
 
杉
田
裕
汰
�

O
T
３
年
 
塩
田
桃
子
、清
水
章
弘
�

S
T
３
年
 
丸
山
黎
佳
�

R
T
３
年
 
駒
場
珠
恵
、今
野
雅
人
�

S
H
M
３
年
 
金
子
貴
史
、満
山
佳
奈
、小
塙
恵
里
�

P
S
３
年
 
菊
池
拓
也
、立
花
偲
織
、根
子
明
弓
、�

　
　
　
　
　
村
岡
嵩
章
�

N
S
３
年
 
澤
畑
里
香
、守
田
彩
香
�

P
T
３
年
 
塙
雄
太
、綿
引
仁
美
�

O
T
３
年
 
東
山
知
未
、増
山
直
希
�

S
T
３
年
　
山
内
楓
麿
�

R
T
３
年
 
千
野
健
太
郎
、渡
邉
恭
平
�

S
H
M
３
年
 
細
井
柚
里
、松
本
佳
菜
、横
谷
凪
砂
�

P
S
３
年
 
種
田
雄
大
、森
島
景
子
、山

拳
�

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
教
務
課
 
深
野
涼
子
）
�
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●実行委員は総勢114人。�
　競技の進行の合間には�
　各学科のテントを回って�
　冷却用の氷を配給。�

●撮影協力は写真部�
実行委員長は若林諒さん�
（薬学科1年）�

倒れ込みなが
らの�

たすきリレー
が�

続出！�
�

借り物競走�

リレー�

綱引き�
ダッシュ�

栄光の�
架け橋�

バットde�
グルグル�

応援合戦�
学科対抗

�

5月23日、大田原キャンパスで20回目の運動会が開催された。�
気温は30度近くまで上がったものの、�
強い直射日光や風に悩まされることのない�
絶好のグラウンドコンディションに恵まれた。�
総合優勝は理学療法学科、応援合戦の優勝は看護学科と�
いずれも連覇が続いたが、�
応援合戦では新たな趣向に挑戦する�
学科があり、来年に向けてさらに�
レベルアップしてくることが�
期待される。�

3分間�
ジャンピング�

総合優勝に輝いた�理学療法�学科�

応援合戦の優勝
は�

看護学科の�

「よさこいソーラ
ン」�
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運
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大
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筋
肉
す
ご
い
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特
集
�2

運動会�大田原キャンパス�
2015 May 2320th
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�
●
福
岡
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

●
大
川
�

　
前
期
の
講
義
も
次
々
に
終
了
し
、
前
期
定

期
試
験
を
控
え
た
七
月
一
五
日
、
「
学
生
と

教
員
の
交
流
と
親
睦
を
は
か
り
、
初
め
て
の

前
期
試
験
や
後
期
の
学
習
に
向
け
て
鋭
気
を

養
う
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
年
生
（
七

期
生
）
と
の
親
睦
会
を
実
施
し
た
。
�

　
大
学
で
の
初
め
て
の
試
験
が
近
づ
き
、
緊

張
と
不
安
を
隠
し
き
れ
な
い
一
年
生
で
あ
っ

た
が
、
同
級
生
や
教
員
た
ち
と
食
事
を
し
な

が
ら
会
話
が
進
む
に
つ
れ
て
、
笑
顔
と
な
り
、

教
室
内
に
笑
い
声
が

広
が
っ
て
い
っ
た
。
�

　
一
時
間
と
い
う
短

い
時
間
で
あ
っ
た
が
、

学
生
た
ち
は
、
日
頃

接
す
る
機
会
の
少
な

い
教
員
と
も
会
話
が

で
き
、
新
た
な
発
見

や
学
び
に
つ
な
が
る

有
意
義
な
時
間
と
な

り
、
今
後
の
定
期
試

験
な
ど
の
学
校
生
活

に
意
欲
的
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た

親
睦
会
で
あ
っ
た
。
�

●大川キャンパスそばに完成した「おおかわ交流プラザ」�

●活発な意見交換が行われたパネルディスカッション�

●発表会でのプレゼンテーションの様子�

●原英夫先生による特別講演� ●挨拶に立つ 貞俊学部長�

●会話が弾んだ親睦会�

●会場にて各国からの参加者と記念撮影�

●応援合戦の発表会を終えて�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

福
岡
�

第25回�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

第39回�

大
川
�

C a m p u s  r e p o r tC a m p u s  r e p o r t

一
年
生
と
の
親
睦
会
�

　
四
月
二
二
〜
二
三
日
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク

で
国
際
学
会
（
タ
イ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学

主
催
）
が
開
催
さ
れ
た
。
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ー
ス
　
キ
ー
サ
ク
セ

ス
 
ト
ゥ
 
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ヘ
ル
ス
」
。
�

　
本
学
か
ら
は
私

た
ち
福
岡
看
護
学

部
教
員
の
二
名
と
、

荒
木
田
美
香
子
教

授（
小
田
原
）、デ

ッ
カ
ー
清
美
講
師

（
大
田
原
）が
参
加

し
た
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
の
参
加
者

も
あ
り
賑
や
か
に

開
催
さ
れ
た
。
私

た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、

「
温
湯
に
手
を
浸

す
の
み
の
場
合
と

手
浴
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
の
関
節
可
動
域
に
及
ぼ

す
効
果
の
相
違
」、「
多
様
な
分
娩
体
位
の
実
践

助
産
師
と
未
実
践
助
産
師
の
内
的
、
外
的
要

因
の
相
違
」と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
。
国

際
学
会
で
の
口
頭
発
表
は
二
人
と
も
初
め
て

の
経
験
で
、
発
表
直
前
ま
で
原
稿
の
修
正
を
し
、

緊
張
の
な
か
で
本
番
を
迎
え
た
が
、
無
事
に

発
表
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
活
発
な
意

見
や
質
問
も
あ
り
、
今
後
に
つ
な
が
る
貴
重

な
体
験
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
�

�

　
五
月
一
六
日
の
運
動
会
の
応
援
合
戦
の
た
め

に
、
入
学
し
て
間
も
な
い
一
年
生
は
、
講
義
終

了
後
や
空
き
時
間
に
自
主
的
に
集
ま
っ
て
練
習

し
、
本
番
の
数
日
前
か
ら
は
夜
九
時
ま
で
残
っ

て
の
特
訓
を
重
ね
て
き
た
。
�

　
し
か
し
、
運
動
会
前
日
、
残
念
な
こ
と
に
中

止
が
決
定
し
た
。
こ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
実
行

委
員
の
一
年
生
は
、「
応
援
合
戦
だ
け
で
も
で
き

ま
せ
ん
か
？
　

み
ん
な
に
声
を
掛
け
て
集
め
ま

す
の
で
！
」と
練
習
の
成
果
を
ぜ
ひ
と
も
披
露

し
た
い
様
子
で
あ
っ

た
。
二
年
生
も
一
年

生
の
頑
張
り
を
知
っ

て
い
る
の
で
、「
お

願
い
し
ま
す
」と
後

押
し
を
し
た
。
学
生

の
「
横
の
繋
が
り
」

と「
縦
の
繋
が
り
」

が
一
度
に
見
ら
れ
た

瞬
間
だ
っ
た
。
�

　
翌
日
、
一
年
生
が

全
員
集
合
し
、
駆
け

つ
け
た
二
年
生
や
教

職
員
が
見
守
る
中
、
大
学
院
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス

の
六
階
で
応
援
合
戦
を
行
っ
た
。
�

　
終
了
後
に
「
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す
彼
ら
の

こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
を
全
力
で
応
援
し
て
い

き
た
い
と
思
う
と
同
時
に
、
今
後
も
さ
ら
に
自

主
性
を
発
揮
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
た

一
日
で
あ
っ
た
。
�

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
・
高
邦
会
グ
ル
ー
プ

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
建
設
を
進
め

て
き
た
「
お
お
か
わ
交
流
プ
ラ
ザ
」（
地
上
九

階
建
て
の
複
合
施
設
）
が
、
こ
の
春
、
大
川

キ
ャ
ン
パ
ス
そ
ば
に
完
成
し
た
。
本
キ
ャ
ン

パ
ス
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
「
映
画
館
が

な
い
」
、「
本
格
的
な
書
店
や
カ
フ
ェ
が
少
な

い
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
着
手
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
。
�

　
ま
ず
、
四
月
に
、「
認
定
こ
ど
も
園
 

高
邦

キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
」
と
大
川
市
か
ら
の
委
託
事
業

「
高
邦
病
児
保
育
室
」
、
五
月
に
、「
有
明
ク
リ

ニ
ッ
ク
お
お
か
わ
交
流
プ
ラ
ザ
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
。

七
月
に
は
、
学
生
待
望
の
ブ
ッ
ク
＆
カ
フ
ェ

も
完
成
し
、
一
〇
月
に
は
、
い
よ
い
よ
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
を
備
え
た
四
〇
〇
席
規
模
の
映

画
館
「
大
川
シ
ネ
マ
ホ
ー
ル
」
が
オ
ー
プ
ン

す
る
。
こ
う
し
た
施
設
を
つ
く
る
こ
と
で
本

学
の
学
生
た
ち
が
大
川
市
に
愛
着
を
持
ち
、

卒
業
後
も
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
も
ら
い

た
い
と
願
う
も
の
で
、
今
後
は
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
世
代
を
超
え
て
集
い
交

流
す
る
場
と
し
て
、
地
域
の
魅
力
の
向
上
や

賑
わ
い
の
創
出
を
め
ざ
し
て
い
く
。
�

　
各
階
の
施
設
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
医
療
・
福
祉
・

教
育
の
総
合
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
本
グ
ル
ー
プ

の
運
営
な
ら
で
は
の
特
長
を
有
す
る
。
二
階

の
「
高
邦
キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
」
は
、
私
立
と
し

て
は
大
川
市
初
の
認
定
こ
ど
も
園
。
幼
稚
園

と
保
育
園
の
特
長
を
併
せ
持
っ
た
施
設
で
、

大
学
や
専
門
学
校
の
運
営
で
培
っ
た
教
育
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
用
し
た
教
育
・
保

育
・
地
域
の
子
育
て
支
援
を
行
う
。
三
階
は
、

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
「
有
明
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
。

訪
問
診
療
を
行
い
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
部
門
を
併
設
し
て
い
る
。
一
階
の
テ
ナ

ン
ト
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し

た
「
積
文
館

書
店
・
ド
ト

ー
ル
コ
ー
ヒ

ー
シ
ョ
ッ
プ
」

は
、
木
工
の

町
大
川
ら
し

く
木
の
質
感

と
ぬ
く
も
り

を
大
切
に
し

た
店
舗
デ
ザ

イ
ン
と
、
医

療
・
福
祉
の

専
門
書
ま
で

充
実
し
た
豊

富
な
書
籍
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
特
長
。
大
川
木

工
の
ク
ラ
フ
ト
や
文
具
・
雑
貨
の
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
は
早
く
も
学
生

や
お
年
寄
り
、
家
族
連
れ
の
憩
い
の
場
と
な

っ
て
い
る
。
一
〇
月
に
は
映
画
館
の
オ
ー
プ

ン
を
記
念
し
、
映
画
ま
つ
り
も
開
催
予
定
。

「
お
お
か
わ
交
流
プ
ラ
ザ
」
の
完
成
が
福
岡

保
健
医
療
学
部
の
あ
る
大
川
市
を
さ
ら
に
魅

力
あ
る
ま
ち
へ
と
変
え
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
�

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
�

学
術
会
議
発
表
�

運
動
会
中
止
に
よ
る
学
生
の
�

自
主
活
動
�

　
七
月
一
〇
日
、
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

海
外
保
健
福
祉
事
情
事
前
発
表
会
・
壮
行
会

を
開
催
し
た
。
本
年
度
は
、
海
外
研
修
に
参

加
す
る
三
年
生
に
加
え
一
・
二
年
生
も
事
前

発
表
会
に
参
加
し
た
。
�

　
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
に
よ
り
派
遣
中
止
と
な
っ
た
韓

国
も
含
め
、
ハ
ワ
イ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
の
七
つ
の
国
や

地
域
の
医
療
福
祉

制
度
や
文
化
に
つ

い
て
各
グ
ル
ー
プ

よ
り
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
発
表
の
資

料
も
内
容
も
年
々

充
実
度
が
増
し
て

お
り
、
質
疑
応
答

も
活
発
で
あ
っ
た
。

こ
の
作
業
を
通
じ
て
研
修
先
で
の
課
題
や
目

標
設
定
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
�

　
ま
た
、
壮
行
会
で
は
、
学
生
の「
一
致
団
結

し
て
が
ん
ば
ろ
う
！
」と
い
う
熱
い
思
い
が
感

じ
ら
れ
、
海
外
研
修
を
体
験
を
す
る
こ
と
に

よ
り
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
、
帰
国
後
は
ひ

と
回
り
成
長
し
た
学
生
と
事
後
報
告
会
で
会

え
る
こ
と
を
確
信
し
た
。
�

海
外
保
健
福
祉
事
情
�

事
前
発
表
会
・
壮
行
会
�

（
講
師
　
姫
野
深
雪
）
�

（
教
授
　
下
條
三
和
）
�

（
准
教
授
　
中
山
晃
志
・
講
師
　
花
田
陽
子
）
�

学
生
の
声
が
き
っ
か
け
の
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
・
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
�

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
�

「
お
お
か
わ
交
流
プ
ラ
ザ
」
完
成
�

（
九
州
地
区
広
報
室
　
帆
足
リ
エ
）
�

（
准
教
授
 
永
井
あ
け
み
・
准
教
授
 
篠

克
子
）
�

：
�

　
七
月
五
日
、
若
手
職
員
の
教
育
・
研
究
の

推
進
を
目
的
に
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
・
高

邦
会
グ
ル
ー
プ
の
「
九
州
地
区
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
臨
床
教
学
共
同
研
究
大
会
」
を
開

催
し
た
。
会
場
の
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
二
号
館

大
講
義
室
に
は
、
グ
ル
ー
プ
の
臨
床
お
よ
び

教
育
施
設
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
職
員

や
教
員
な
ど
三
〇
〇
名
近
く
が
集
ま
り
、
ま

ず
、
研
究

会
代
表
の

福
岡
保
健

医
療
学
部

の

貞
俊

学
部
長
と
、

大
会
長
で

あ
る
柳
川

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
言

語
療
法
室

の
中
原
啓

介
室
長
に

よ
る
挨
拶

が
行
わ
れ
、

第
五
回
目

と
な
る
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
�

　
福
岡
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科
の
森

田
正
治
学
科
長
、
作
業
療
法
学
科
の
原
口
健

三
学
科
長
に
よ
る
教
育
講
演
の
ほ
か
、
佐
賀

大
学
神
経
内
科
の
原
英
夫
教
授
が
「
認
知
症

の
鑑
別
診
断
と
治
療
〜
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
の
現
状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

課
題
解
決
に
は
、
認
知
症
に
対
す
る
理
解
と
知

識
の
普
及
・
啓
発
と
、
か
か
り
つ
け
医
・
関
係

機
関
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
と
解
説
し
た
。

ま
た
、
柳
川
療
育
セ
ン
タ
ー
の
花
井
敏
男
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
長
が
「
障
害
に
対
す
る
理
解
と

対
応
〜
地
域
連

携
を
目
指
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。

脳
性
麻
痺
の
早

期
発
見
・
早
期

療
養
や
発
達
障

害
増
加
の
環
境

因
な
ど
に
言
及
し
、

医
療
・
福
祉
・

教
育
の
連
携
の

重
要
性
を
説
い
た
。
�

　
そ
の
他
、各
施

設
か
ら
の
研
究

発
表
に
加
え
、
森
田
学
科
長
を
座
長
と
し
て

「
高
邦
会
に
お
け
る
地
域
連
携
の
取
り
組
み

と
今
後
の
展
開
」
を
テ
ー
マ
に
、
原
先
生
、

花
井
セ
ン
タ
ー
長
、
高
邦
会
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
の
室
岡
真
弘
室
長
と
柳
川
療
育
セ

ン
タ
ー
の
江
藤
安
恵
係
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
も
開
催
。
質
疑
応
答

も
活
発
に
行
わ
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
携
わ
る
若
手
職
員
に
と
っ
て
実
り
多
き
一

日
と
な
っ
た
。
�

（
九
州
地
区
広
報
室
　
神
塚
泰
史
）
�

九
州
地
区
�

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
臨
床
教
学
�

共
同
研
究
大
会
�



　
七
月
一
一
日
、
本
学
大
学
院
医
療
福
祉
学

研
究
科
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー（
Ｎ
Ｐ
）

養
成
分
野
の
修
士
課
程
一
年
生
と
修
了
生
の

七
名
が
、
新
宿
区
で
開
催
さ
れ
た
地
域
防
災

訓
練
で
救
命
講
習
の
指
導
を
行
っ
た
。
�

　
こ
の
救
命
講
習
指
導
は
、
グ
ル
ー
プ
施

設
で
あ
る
新
宿
け
や
き
園
の
あ
る
新
宿
区

百
人
町
町
内
会
の
依
頼
に
よ
り
実
現
し
た

も
の
で
、
西
戸
山
中
学
校
で
中
学
生
お
よ

び
地
元
町
内
会
の
方
々
に
救
命
講
習
を
指

導
し
た
。
三
〇
度
を
超
え
る
真
夏
日
の
な
か
、

三
〇
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
は
、
初
め
て

触
れ
る
医

学
教
育
用

高
機
能
シ

ミ
ュ
レ
ー

タ
を
前
に
、

真
剣
な
面

持
ち
で
実

技
に
取
り

組
ん
だ
。
�

　
当
日
、大

学
院
生
を

指
導
し
た

同
分
野
の
栗
田
康
生
准
教
授
は
、「
大
学
の
地

域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
催
し
に

は
で
き
る
だ
け
協
力
し
て
い
き
た
い
。
大
学
院

生
に
と
っ
て
も
、
医
療
人
と
し
て
の
職
業
倫
理

を
養
う
う
え
で
非
常
に
教
育
的
効
果
が
高
い
と

思
う
」
と
振
り
返
っ
て
い
た
。
�

　
今
後
も
、
大
学
院
で
は
こ
の
よ
う
な
地
域

に
根
差
し
た
催
し
に
積
極
的
に
協
力
す
る
こ

と
で
、
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
と
し
て
の
社

会
的
要
請
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
�

�※
Ｎ
Ｐ
養
成
分
野
は
、
平
成
二
七
年
一
〇
月

か
ら
特
定
行
為
に
係
る
看
護
師
を
養
成
す
る

指
定
研
修
機
関
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
「
特
定
行

為
看
護
師
養
成
分
野
」
に
名
称
が
変
更
さ
れ

ま
す
。
�
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�
●
小
田
原
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

●
大
学
院
 
●
塩
谷
看
護
専
門
学
校
�

小
田
原
�

第35回�

　
入
試
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
本
学
大
学
院
で

は
九
月
一
二
日
に
、
全
研
究
科
を
対
象
と
し

た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。
�

　
当
日
は
大
学
院
の
概
要
説
明
、
入
試
に
関

す
る
説
明
の
ほ
か
、
各
分
野
・
専
攻
・
研
究

科
の
教
員
や
在
学
生
に
よ
る
個
別
進
学
相
談

会
も
実
施
し
ま
す
。
大
学
院
の
雰
囲
気
を
実

際
に
体
験
で
き
る
よ
い
機
会
で
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
�

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
東
京
青
山
、
大

田
原
、
小
田
原
、
福
岡
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス

で
同
時
開
催
し
ま
す
。
詳
細
、
お
申
し
込

み
は
大
学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
�

　
六
月
二
五
日
、
一
年
生
四
四
名
は
施
設
見

学
と
し
て
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院

を
訪
れ
た
。
�

　
看
護
学
生
と
し
て
臨
む
施
設
見
学
は
、
「
医

療
従
事
者
と
し
て
病
院
を
知
る
」
と
い
う
重

要
な
学
習
と
な
る
。
「
主
と
な
る
実
習
病
院

を
見
学
す
る
こ
と
で
、
看
護
学
生
と
し
て
の

自
覚
を
高
め
、
今
後
の
実
習
を
主
体
的
に
進

め
る
」
、
「
病
院
施
設
に
お
け
る
医
療
・
看

護
の
現
状
を
知
り
、
今
後
の
実
習
に
役
立
て
る
」

と
い
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
�

　
四
月
に
入
学
し
た
一
年
生
も
数
回
の
演
習

を
重
ね
、
白
衣
姿
が
少
し
ず
つ
さ
ま
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
今
回
、
施
設
見
学
に
ふ
さ
わ

し
い
身
だ
し
な
み
を
学
生
同
士
で
確
認
し
合

っ
た
結
果
、
当
日
の
朝
も
こ
の
白
衣
に
身
を

包
ん
で
集
合
し
た
が
、
そ
の
表
情
か
ら
は
緊

張
が
明
ら
か
だ
っ
た
。
�

　
病
院
に
移
動
し
、
初
め
に
病
院
の
概
要
や

看
護
部
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。
看
護

部
長
に
よ
る
看
護
部
理
念
の
話
に
、
頷
き
な

が
ら
聞
き
入
っ
て
い
る
学
生
が
多
か
っ
た
。
�

　
そ
の
後
は
、
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
病
院

内
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
入
学
後
、
机

上
で
の
学
習
を
重
ね
て
き
た
中
で
、
特
に
基

礎
看
護
学
で
学
ん
だ
「
看
護
と
は
」
、
「
環

境
と
は
」
を
想
起
し
な
が
ら
見
学
に
臨
ん
だ
。

事
後
レ
ポ
ー
ト
で
も
、
「
病
院
に
は
看
護
師

以
外
に
も
多
く
の
職
種
が
勤
務
し
て
い
て
、

連
携
し
て
医
療
・
看
護
を
提
供
し
て
い
た
」
、

「
責
任
を
持
ち
、
情
報
共
有
し
な
が
ら
援
助

を
し
て
い
た
」
、
「
四
人
部
屋
で
は
、
患
者

様
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
が
重
要
だ
と

思
っ
た
」
、
「
滅
菌
操
作
を
見
学
し
た
。
授

業
で
習
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
今
の
学

習
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
再
認

識
し
た
」、「
看

護
師
の
声
か
け

が
患
者
様
に
安

心
感
を
与
え
て

い
て
、
と
て
も

大
切
だ
と
感
じ

た
」
な
ど
の
報

告
が
あ
っ
た
。

看
護
を
初
め
て

学
ぶ
学
生
が
、

「
看
護
と
は
何

か
」
、
「
看
護

師
と
は
ど
の
よ

う
な
職
業
か
」
を
学
び
、
多
く
の
学
生
が
、

初
め
て
実
際
の
「
看
護
」
に
触
れ
な
が
ら
考

え
る
機
会
に
な
っ
た
。
�

　
今
が
看
護
の
入
口
だ
か
ら
こ
そ
、
今
持
っ

て
い
る
優
し
い
気
持
ち
や
思
い
や
り
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
「
看
護
基
礎
教
育
」

で
は
、
こ
の
優
し
さ
や
思
い
や
り
を
育
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
看
護
を
学
ぶ
楽

し
さ
に
気
づ
き
、
卒
業
時
に
は
、
生
涯
看
護

職
と
し
て
看
護
を
行
っ
て
い
く
礎
と
な
る
看

護
観
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、

教
育
、
指
導
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
�

　
一
一
月
に
は
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

で
の
施
設
見
学
を
予
定
し
て
い
る
。
�

　
六
月
二
二
日
、
一
昨
年
に
続
き
、
第
二
回
留

学
生
交
流
会
を
開
催
し
た
。
黒
澤
和
生
副
学
部

長
の
韓
国
語
と

中
国
語
で
の
挨

拶
の
あ
と
、
留

学
生
の
出
身
地

紹
介
、
韓
国
語

レ
ッ
ス
ン
、
中

国
の
ダ
ン
ス
披
露
、

餃
子
の
皮
づ
く

り
体
験
と
会
食
、

ゲ
ー
ム
な
ど
、

六
名
の
留
学
生
が
何
日
も
前
か
ら
準
備
し
て
趣

向
を
凝
ら
し
た
。
�

　
前
回
終
了
後
の
「
次
回
は
日
本
人
学
生
の
友

人
も
招
待
し
た
い
」
と
い
う
希
望
も
実
現
。
参

加
し
た
日
本
人
学
生
は
、
準
備
か
ら
進
行
、
片

づ
け
ま
で
留
学

生
を
フ
ォ
ロ
ー

し
、
普
段
の
学

生
生
活
の
様
子

が
垣
間
見
ら
れ

た
。
日
本
語
講

師
の
先
生
か
ら

「
こ
こ
の
大
学
は
留
学
生
を
と
て
も
大
事
に
し

て
い
ま
す
ね
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
�

　
交
流
会
の
翌
日
、
留
学
生
か
ら
「
来
年
の
た

め
に
で
き
る
だ
け
早
く
反
省
会
を
し
て
、
中
心

に
な
る
人
を
決
め
た
い
」
と
申
し
出
が
あ
っ
た
。

小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
留
学
生
交
流
会
が
年
々

素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
�

　
小
田
原
市
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
ン
リ

ー
市
は
友
好
都
市
の
関
係
で
あ
り
、
相
互
交

流
事
業
と
し
て
「
と
き
め
き
国
際
学
校
」
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

マ
ン
リ
ー
市
の
中
・
高
校
生
が
小
田
原
市
を

訪
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
小
田
原

市
の
中
・
高
校
生
と
日
本
文
化
体
験
を
通
じ

て
交
流
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
を

訪
れ
、
本

学
の
学
生

と
交
流
す

る
体
験
が

含
ま
れ
て

お
り
、
こ

れ
は
本
学

の
学
生
に

と
っ
て
は
、

生
の
英
語

に
触
れ
る

絶
好
の
機

会
に
な
っ

て
い
る
。
�

　
今
年
は
、
七
月
一
〇
日
に
二
五
名
が
本
学

を
訪
れ
、
各
学
科
の
特
徴
を
生
か
し
た
体
験

を
し
た
。
最
初
は
緊
張
か
ら
か
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
話
せ
な
か
っ
た
本
学
の
学
生
た

ち
も
、
体
験
や
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
、

中
・
高
校
生
た
ち
と
の
英
会
話
を
笑
顔
で
楽

し
ん
で
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
�

　
八
月
一
日
と
五
日
、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
た
。
�

　
今
年
も
連
日
の
猛
暑
の
中
で
の
開
催
と
な

っ
た
が
、
高
校
生
を
は
じ
め
保
護
者
、
学
校
・

協
会
関
係
者
な
ど
、
多
く
の
参
加
者
に
医
療

福
祉
の
世
界
を
体
感
し
て
い
た
だ
い
た
。
�

　
今
年
の
オ

ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、「
大

学
紹
介
」
に

始
ま
り
、「
二

〇
一
六
年
度

の
入
試
概
要

説
明
」
、有
名

予
備
校
に
よ

る「
入
試
対
策

講
座
」、そ
し
て
、

日
程
別
限
定

企
画
と
し
て
、「
入

試
バ
ー
チ
ャ

ル
体
験
＆『
英

語
』
問
題
対
策
」、「
Ａ
Ｏ
／
推
薦
入
試
対
策

講
座
」な
ど
、
入
試
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
提
供
し
た
。
各
学
科
で
は
、
教
員
や
多

く
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、「
体
験
入
学
」に

擬
似
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
行
っ
た
り
、
学
生
生

活
の
紹
介
や
受
験
相
談
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
。
在
学
生
は
日

頃
の
学
習
成
果
を
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
伝

え
、
参
加
者
も
熱
心
に
説
明
を
聞
き
な
が
ら

興
味
深
そ
う
に
体
験
し
て
い
た
。
�

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
『
Ａ
Ｏ
／
推
薦
入
試

対
策
講
座
』
に
参
加
し
て
お
勧
め
の
参
考
書

を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
受
験
勉
強
の
参
考
に

な
っ
た
」
、
「
『
体
験
入
学
』
に
参
加
し
て
、

学
科
の
勉
強
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
の

雰
囲
気
や
学
生
の
雰
囲
気
が
わ
か
っ
て
よ
か

っ
た
」
、
「
親
の
立
場
と
し
て
、
学
校
側
の

誠
意
が
感
じ
ら
れ
、
安
心
し
て
子
供
を
預
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
た
」
な
ど
、
う
れ

し
い
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
�

　
続
い
て
、
夏
休
み
中
の
八
月
一
六
日
に
も

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
す
る
。
�
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�
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●教員も餃子作りに挑戦！�

●英語で医療福祉の案内をする学生たち�

●学生と一緒に作業する参加者�

●学生と談話する北島政樹学長�
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ミ
ャ
ン
マ
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保
健
大
臣
が
�

本
学
を
来
訪
し
、医
療
協
力
�

推
進
に
つ
い
て
協
議
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
　
�

モ
ン
ゴ
ル
国
立
医
療
科
学
大
学
�

と
の
大
学
間
協
定
を
締
結
�

元
培
醫
事
科
技
大
学
研
修
生
�

受
入
報
告
�

●
留
学
生
が
見
た
 
母
国
と
日
本
の
保
健
福
祉
事
情
�

　
キ
ル
ギ
ス

は
中
国
の

西
に
あ
る

中
央
ア
ジ

ア
の
国
で
、

面
積
は
日

本
の
約
半
分
、人
口
は
日
本
の
二
〇
分
の
一

の
約
五
六
〇
万
人
で
す
。ソ
連
時
代
か
ら
日

本
文
化
が
人
気
で
、空
手
、柔
道
、剣
道
、合

気
道
、居
合
道
な
ど
の
武
道
は
も
と
よ
り
、

宮
崎
駿
の
ア
ニ
メ
、黒
澤
明
の
映
画
、芥
川

龍
之
介
や
村
上
春
樹
の
小
説
な
ど
は
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
も
の
と
し
て
国
民
の
生
活
に
入
り

込
ん
で
い
ま
す
。
私
も
合
気
道
を
習
っ
て
い

ま
し
た
。キ
ル
ギ
ス
で
な
ぜ
日
本
文
化
が
盛

ん
な
の
か
、私
も
子
ど
も
の
頃
か
ら
慣
れ
親

し
ん
で
い
た
の
で
、そ
の
理
由
を
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
�

　
私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、「
青
少
年
の
自
殺

予
防
」
で
す
。
母
国
の
ビ
シ
ュ
ケ
ク
人
文
大

学
を
卒
業
し
て
、東
京
国
際
大
学
の
修
士

課
程
で
社
会
学
を
学
ん
だ
後
、本
学
の
博

士
課
程
に
進
み
、最
初
に
高
橋
紘
士
先
生
、

今
は
水
巻
中
正
先
生
の
指
導
を
受
け
て
い

ま
す
。キ
ル
ギ
ス
の
青
少
年
の
自
殺
者
数
は
、

統
計
を
見
る
と
、最
近
に
な
っ
て
増
加
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、旧
ソ
連

時
代
に
は
、自
殺
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
す
る
こ

と
と
さ
れ
、ず
っ
と
精
神
病
と
し
て
扱
わ
れ

て
き
た
の
で
、今
も
そ
の
よ
う
な
考
え
が
強

い
で
す
。キ
ル
ギ
ス
で
は
、貧
困
は
学
校
で
の

い
じ
め
の
原
因
の
一
つ
で
す
。
�

　
自
殺
防
止
対
策
の
た
め
に
、電
話
相
談

窓
口
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、い
ず

れ
に
せ
よ
、学
校
と
両
親
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
な
し
に
は
解
決
し
な
い
問
題
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
筑
波
大
学
の
高
橋

祥
友
先
生（
精
神
科
医
）が
こ
の
分
野
で
多

く
の
著
書
を
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、興
味

の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
�

　
日
本
の
学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、外
国
に

行
っ
て
、他
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
他
の
文
化
を
知
ら
な
い
と
、日

本
の
よ
さ
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
他
の
文
化
を

知
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
こ
と
が
納
得
で

き
る
の
で
す
。
�

　
私
が
感
じ
て
い
る
日
本
の
よ
い
と
こ
ろ
は
、

「
安
全
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
キ
ル
ギ
ス
で
は
福

祉
用
具
を
国
内
で
生
産
し
て
お
ら
ず
、多

く
を
中
国
か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。
最
近
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
目
が
見
え
な

い
人
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
教
え
て
い
ま
す
が
、残

念
な
が
ら
、個
々
の
要
望
に
細
か
く
応
え
る

こ
と
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
�

　
反
対
に
、日
本
人
を
見
て
い
て
不
思
議

な
の
は
、電
車
で
席
を
必
要
と
し
て
い
る
人

に
席
を
譲
ら
な
い
場
面
を
た
び
た
び
目
に

す
る
こ
と
で
す
。
キ
ル
ギ
ス
で
は
絶
対
に
あ

り
得
な
い
こ
と
で
、こ
れ
は
家
庭
の
し
つ
け

が
徹
底
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
�

�
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T O P I C S T O P I C S

　
七
月
一
五
日
か
ら
一
八
日
、
高

木
邦
格
理
事
長
お
よ
び
佐
藤
禎
一

学
事
顧
問
、
赤
居
正
美
副
大
学
院

長
な
ど
が
、
モ
ン
ゴ
ル
唯
一
の
国

立
医
科
大
学
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
国
立
医
療
科

学
大
学
を
訪
問
し
、
同
大
と
大
学
間
協
定
を

締
結
し
た
。
�

　
調
印
式
は
、
今
回
の
た
め
に
特
別
に
あ
つ

ら
え
ら
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
的
な
移
動
式

住
居
「
ゲ
ル
」
の
中
で
執
り
行
わ
れ
た
。
ジ

ャ
ダ
ン
バ
・
ツ
ォ
ル
モ
ン
元
保
健
・
ス
ポ
ー

ツ
副
大
臣
も
参

加
さ
れ
る
な
か
、

先
方
の
代
表
で

あ
る
ア
マ
ル
サ

イ
ハ
ン
・
バ
ザ

ル
副
学
長
が
、

「
今
回
の
協
定

を
契
機
に
、
両

大
学
の
交
流
が

深
ま
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。
貴
学
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
大

変
多
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ

た
の
に
対
し
、
高
木
理
事
長
は
、
「
人
材
育
成
、

研
修
、
教
育
を
通
じ
て
モ
ン
ゴ
ル
の
医
療
に

少
し
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
返
礼
し
た
。
�

　
調
印
式
後
に
は
、
学
生
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル

の
伝
統
楽
器
、
馬
頭
琴
の
演
奏
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
友
好
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
�

�

留学生が見た 母国と日本の保健福祉事情�第3回�

●個別相談会には成田キャンパス志望の高校生が多数相談に訪れた�●バスを増便したキャンパスツアー�

　
設
置
認
可
申
請
中
だ
っ
た
成
田
看
護
学
部

と
成
田
保
健
医
療
学
部
の
設
置
が
認
可
さ
れ
、

文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、「
成
田
看
護
学
部
・

成
田
保
健
医
療
学
部
」
は
計
画
通
り
二
○
一

六
年
四
月
、
国
際
都
市
「
成
田
」
に
開
設
が

決
定
し
た
。
�

　
成
田
の
持
つ
立
地
特
性
を
生
か
し
、
「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
た
医
療
福
祉
専
門

職
の
育
成
」
を
め
ざ
す
新
設
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
一
一
月
半
ば
の
完
成
・
引
渡
し
に
向
け

て
建
設
工
事
が
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
。
校

舎
棟
と
体
育
館
棟
は
、
外
観
上
ほ
ぼ
完
成
し
、

夏
休
み
明
け

に
は
足
場
が

取
れ
る
予
定

で
あ
る
。
地

上
九
階
建
て

の
新
校
舎
は

既
に
公
津
の

杜
（
こ
う
づ

の
も
り
）
駅

前
の
新
た
な

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
�

　
七
月
四
日
に
開
催
し
た
成
田
メ
ル
キ
ュ
ー

ル
ホ
テ
ル
で
の
「
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
説
明
会
」

で
は
、
約
二
四
〇
名
の
来
場
者
を
迎
え
、
北

島
政
樹
学
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
・
大
学
紹

介
、
杉
原
素
子
成
田
保
健
医
療
学
部
学
部
長

（
予
定
）
に
よ
る
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
概
要
説

明
、
本
学
大
学
院
の
和
田
秀
樹
教
授
に
よ
る

特
別
講
演
を
行

っ
た
。
併
行
開

催
し
た
進
学
相

談
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
成
田

関
連
の
相
談
会

で
は
最
多
の
九

○
組
一
四
五
名

が
訪
れ
、
教
職

員
か
ら
説
明
を

受
け
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。
�

　
ま
た
、同
日
開

催
の「
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
」（
校
舎
外
観
お
よ
び
公

津
の
杜
周
辺
環
境
を
見
学
）
で
は
想
定
を
大
幅

に
上
回
る
約
一
七
〇
名
の
申
込
が
あ
り
、
急
遽

バ
ス
を
増
便
し
て
対
応
し
た
。
成
田
事
務
所
の

職
員
が
添
乗
し
案
内
・
説
明
を
行
う
な
か
で
、

参
加
者
か
ら
は
、

校
舎
の
立
地

を
実
際
に
確

認
し
、
キ
ャ

ン
パ
ス
と
駅
、

ま
た
商
業
施

設
が
至
近
と

い
う
利
便
性

を
歓
迎
す
る

声
が
多
く
聞

か
れ
た
。
�

　
成
田
開
設
準
備
室
の
職
員
全
員
で
、
今
後

も
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
ペ
ー
ジ
を
開
く

た
め
の
準
備
に
邁
進
し
て
い
く
。
�

（
開
設
準
備
室
　
綿
貫
尚
子
）
�

成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
決
定
�

国
際
関
係
特
集
�

●成田新キャンパス学部棟完成予想図�
●和やかな雰囲気の中で山王病院を視察�

●アマルサイハン副学長と握手する�
　高木理事長�

　
七
月
四
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
タ
ン
・
ア
ウ
ン

保
健
大
臣
が
本
学
を
訪
問
さ
れ
、
高
木
邦
格
理

事
長
と
の
間
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
す
る
医
療

協
力
の
推
進
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
「
国
際
医

療
福
祉
大
学
医
療
協
力
研
修
セ
ン
タ
ー
」
の
開

設
や
同
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
最
新
医
療
機
器
の

導
入
、
作
業
療
法
士
・

言
語
聴
覚
士
育
成
の

た
め
の
研
修
な
ど
に

つ
い
て
意
見
が
交
換

さ
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
分
野
等
に

お
け
る
医
療
協
力
の

合
意
書
締
結
へ
大
き

な
一
歩
が
刻
ま
れ
た
。
�

　
高
木
理
事
長
が
タ
ン
保
健
大
臣
に
お
会
い
す

る
の
は
、
昨
年
一
一
月
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
訪
問
以

来
二
度
目
。
建
て
替
え
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ミ

ャ
ン
マ
ー
国
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
内

に
、
本
学
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
や
先
進
医
療
に
係

る
研
修
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
が
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
保
健
省
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。
�

　
協
議
に
先
立
ち
、
タ
ン
保
健
大
臣
は
、
山
王

病
院
、
山
王
バ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
、
山
王
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
を
視
察
。
堤
治
病
院
長
、
山
沖

和
秀
副
院
長
、
菊
池
潔
副
院
長
が
同
行
し
た
。
�

　
今
後
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
本
学
の
医
療
協
力
の

一
層
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る
。
�

（
国
際
部
　
関
口
リ
ン
ダ
）
�

（
総
務
企
画
部
　
服
部
是
史
）
�

　
六
月
二
九
日
か
ら
八
月
二
日
の

約
五
週
間
、
本
学
の
交
流
協
定
校

の
一
つ
元
培
醫
事
科
技
大
学
（
台

湾
新
竹
市
）
の
学
生
二
名
―
施

安
さ
ん
（
修

士
一
年
・
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
）と
黄

銘
さ
ん
（
学
部
三
年
・
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
専
攻
）
を
研
修
生
と
し
て
、
主
に
大
田
原

キ
ャ
ン
パ
ス
で
受
け
入
れ
た
。
�

【
研
修
】
前
半
は
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

を
は
じ
め
、
栃
の
実
荘
や
マ
ロ
ニ
エ
苑
、
に

し
な
す
の
総
合
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

栃
木
地
区
の
関
連

施
設
を
中
心
に
研

修
し
た
。
後
半
は

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
を
中

心
に
医
療
系
・
福

祉
系
の
先
生
方
の

特
別
講
義
を
約
二

週
間
実
施
し
た
。

本
学
の「
関
連
職
種

連
携
教
育
」
の
観

点
か
ら
看
護
、
理
学
、

作
業
、
言
語
聴
覚
、
視
機
能
療
法
、
放
射
線
・

情
報
科
学
、
薬
学
の
七
学
科
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
学
科
体
験
の
機
会
も
設
け
た
。
ま
た
、

学
生
の
希
望
に
よ
り
、
今
年
度
大
田
原
キ
ャ

ン
パ
ス
に
開
設
し
た
留
学
生
日
本
語
別
科
の

先
生
方
の
協
力
に
よ
り
三
日
間
の
日
本
語
レ

ッ
ス
ン
と
文
化
体
験
ク
ラ
ス
を
実
施
し
た
。
�

【
学
生
交
流
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
、

日
本
人
学
生
と
外
国
人
留
学
生
が
十
数
名
集

ま
り
、
白
玉
あ
ん
み
つ
作
り
な
ど
を
通
じ
て

交
流
し
た
。
週
末
に
は
過
年
度
台
湾
研
修
で

元
培
を
訪
れ
た
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
市
内
を

見
学
し
た
り
、
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し

た
り
と
積
極
的
に
活
動
し
て
い
た
。
　
�

【
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】
栃
木
地
区

研
修
の
最
終
日
の
七
月
二
九
日
、
今
回
の
研

修
で
学
ん
だ
こ
と
を
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科
の
先
生
方
に
向
け
て
発
表
し
た
。
�

【
修
了
証
授
与
式
】
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

修
了
後
、
学
長
室
で
、
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
の
小
林
雅
彦
学
科
長
、
山
本
康

弘
副
学
科
長
同
席
の
も
と
、
北
島
政
樹
学
長

よ
り
修
了
証
が
授
与
さ
れ
、
糸
山
泰
人
副
学

長
よ
り
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。
北
島
学
長
は
「
こ

の
経
験
を
糧
に
、
今
後
台
湾
と
日
本
の
架
け

橋
に
な
る
と
と
も
に
、
世
界
で
活
躍
で
き
る

人
材
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
言
葉
を
か

け
た
。
「
将
来
の
プ
ラ
ン
は
」
と
い
う
質
問

に
対
し
、
施
さ
ん
は
、「
修
士
論
文
の
研
究
テ

ー
マ
を
決
め
た
い
」、
黄
さ
ん
は
「
帰
国
後
、

半
年
間
の
実
習
期
間
に
入
る
が
、
今
回
の
研

修
で
電
子
カ
ル
テ
に
興
味
を
持
っ
た
の
で
も

っ
と
勉
強
し
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
た
。
�

　
元
培
醫
事
科
技
大
学
と
は
二
〇
〇
六
年
に
交

流
協
定
を
締
結
し
て
以
来
、
正
規
科
目
「
海
外

保
健
福
祉
事
情
」
の
研
修
先
と
し
て
毎
年
学
生

を
派
遣
し
（
二
〇
一
五
年
度
は
五
九
名
）、
元

培
醫
事
科
技
大
学
か
ら
は
過
去
四
年
間
に
わ
た

り
、
後
期
の
半
年
間
、
二
〜
三
名
の
学
生
を
視

機
能
療
法
学
科
で
科
目
等
履
修
生
と
し
て
受
け

入
れ
る
な
ど
、
積
極
的
な
交
流
を
続
け
て
い
る
。

今
後
、
両
校
の
学
生
や
教
職
員
の
交
流
が
さ
ら

に
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
�

�
（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
国
際
室
　
藤
原
志
保
）
�

●修了証授与式の施さん（左）と黄さん（右）�
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山
王
病
院
新
棟
竣
工
祝
賀
会
�

トピックス�

●多くの来賓にご参加いただいた鏡開き�

　
四
月
一
三
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に

て
、
「
山
王
バ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
」
と
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｕ
・
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
整
備
し
た
山
王
病
院
新
棟
の
竣

工
、
お
よ
び
、
日
本
初
の
医
療
福
祉
の
総
合
大

学
と
し
て
今
年
で
開
学
二
〇
周
年
を
迎
え
た
こ

と
を
記
念
し
て
、
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。
�

　
来
賓
挨
拶
は
、
開
学
時
か
ら
役
員
を
務
め
ら

れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険

会
社
の
創
設
者
・
大
竹
美
喜
様
、
乾
杯
の
ご
発

声
は
、
毎
年
多
額
の
奨
学
金
を
い
た
だ
い
て
い

る
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
保
株
式
会
社

の
特
別
顧
問
・
岡
崎
真
雄
様
よ
り
い
た
だ
い
た
。
�

　
高
木
邦
格
理
事
長
は
、

「
大
学
の
臨
床
医
学

研
究
セ
ン
タ
ー
で
も

あ
る
山
王
病
院
は
、

今
後
も
質
の
高
い
医

療
と
温
か
い
サ
ー
ビ

ス
を
ご
提
供
し
、
患

者
様
に
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
る
医

療
機
関
を
め
ざ
し
ま
す
。

来
春
開
設
予
定
の
成

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
、

優
秀
な
医
療
福
祉
専
門
職
の
人
材
育
成
に
教
職

員
一
丸
と
な
っ
て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と

挨
拶
し
た
。
�

　
鏡
開
き
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
あ
り
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
た
。
�

平
成
二
六
年
度
�

●評価機構の認定マーク�

　
す
べ
て
の
大
学
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門

学
校
は
、
そ
の
教
育
水
準
の
向
上
に
資
す
る
た

め
、
教
育
研
究
、
組
織
運
営
及
び
施
設
設
備
等

の
総
合
的
な
状
況
に
関
し
、
政
令
で
定
め
る
期

間
（
七
年
以
内
）
ご
と
に
、
文
部
科
学
大
臣
が

認
証
す
る
評
価
機
関
（
認
証
評
価
機
関
）
の
実

施
す
る
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

（
学
校
教

育
法
第
一

〇
九
条
第

二
項
）
�

　
本
学
で
は
、

平
成
一
九

年
度
に
引

き
続
き
、

平
成
二
六

年
度
に
公

益
財
団
法
人
日
本
高
等
教
育
評
価
機
構
（
以
下
、

評
価
機
構
）
に
よ
る
評
価
を
受
け
、
平
成
二
七

年
三
月
一
〇
日
付
で
評
価
機
構
が
定
め
る
「
使

命
・
目
的
等
」
「
学
修
と
教
授
」
「
経
営
・
管

理
と
財
務
」
「
自
己
点
検
・
評
価
」
の
四
つ
の

基
準
か
ら
な
る
大
学
評
価
基
準
に
適
合
し
て
い

る
と
認
定
さ
れ
た
。
�

　
今
回
の
自
己
点
検
評
価
お
よ
び
評
価
結
果
を

受
け
、
本
学
の
建
学
の
精
神
、
基
本
理
念
・
教

育
理
念
を
礎
に
、
学
生
の
教
育
研
究
の
向
上
に

向
け
、
さ
ら
な
る
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
�

　
五
月
三
〇
日
、
「
保
護
者
の
た
め
の
就
活
講

座
二
〇
一
五
」
を
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
、
看
護
学
科
三
・
四
年
生
八
名
と
保
護
者
五

六
名
が
参
加
し
た
。
�

　
看
護
師
の
教
育
課
程
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

本
学
学
生
が
大
卒
看
護
師
と
し
て
適
切
な
キ
ャ

リ
ア
選
択
が
で

き
る
よ
う
、
保

護
者
に
も
就
活

支
援
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
企

画
し
、
今
年
で

三
年
目
と
な
る
。
�

　
午
前
の
部
で
は
、

坪
倉
繁
美
看
護

学
科
長
に
よ
る

開
会
挨
拶
の
あ
と
、

村
松
由
紀
教
授

が
「
こ
れ
か
ら
の
大
卒
看
護
師
の
就
活
の
す
ゝ

め
」
と
題
し
、
看
護
師
の
就
活
概
況
を
講
演
し

た
。
関
連
病
院
か
ら
三
名
の
講
師
を
招
き
、
職

場
環
境
や
教
育
体
制
、
就
活
を
含
め
た
職
業
生

活
で
の
体
験
談
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
�

　
午
後
の
部
は
、
栃
木
地
区
の
三
施
設
を
見
学

し
た
。
保
護
者
か
ら
は
、
「
立
派
な
施
設
や
丁

寧
な
職
員
の
対
応
を
目
の
当
た
り
に
し
て
感
激

し
た
」
、
「
気
持
ち
よ
く
働
け
る
病
院
だ
と
感

じ
た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
盛
況
だ
っ
た
。
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�
看
護
学
科
�

●http://www.iuhw.ac.jp/ipagp/index.html

　
Ｉ
Ｐ
Ａ
‐
Ｇ
Ｐ
（Inter Professional Ap-

proach to G
astrectm

ized Patients

）
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
の
連
携
に
よ
っ
て
、
胃
を

切
除
し
た
患
者
さ
ん
の
社
会
復
帰
を
支
援
す
る

た
め
の
チ
ー
ム
で
あ
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開

設
し
て
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
�

　
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
サ
バ
イ
バ
ー
シ
ッ
プ
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
同
じ
悩
み
や
経
験
を
持
つ
仲
間
の

体
験
談
を
紹
介
し
、
患
者

さ
ん
同
士
の
支
え
合
い
の

場
を
支
援
し
、
「
情
報
ギ

ャ
ラ
リ
ー
」
で
は
、
胃
の

手
術
を
し
た
方
々
の
「
食
事
」
、

「
ス
ト
レ
ス
」
、
「
仕
事

復
帰
に
向
け
た
対
処
」
、
「
症

状
へ
の
対
処
」
な
ど
の
困

り
ご
と
に
つ
い
て
、
医
師
、

看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、

理
学
療
法
士
な
ど
一
〇
人

で
検
討
し
た
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
�

　
ま
た
、
「
患
者
さ
ん
と
と
も
に
社
会
復
帰

の
支
援
策
を
考
え
る
」
、
「
胃
切
除
術
後
に

お
け
る
食
事
と
運
動
の
多
職
種
連
携
に
よ
る

サ
ポ
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
に
患
者
さ
ん
を
交
え

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
こ
の
映
像

を
Y
o
u
　
T
u
b
e
形
式
で
掲
載
し
て
い
る
。
�

　
今
後
は
、
国
際
的
な
観
点
か
ら
英
語
版
で
の

情
報
提
供
や
普
及
の
た
め
の
ア
プ
リ
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
�

平
成
二
七
年
度
�

平
成
二
七
年
度
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�
看
護
学
科
�

（
看
護
学
科
 
講
師
 
小
西
美
樹
）
�

（
東
京
事
務
所
　
総
務
企
画
部
　
服
部
是
史
）
�

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
　
総
務
課
　
豊
島
功
）
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
�

二
〇
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催
�

大
学
機
関
別
認
証
評
価
結
果
に
�

つ
い
て
�

（
看
護
学
科
　
教
授
　
糸
井
裕
子
）
�

「
保
護
者
の
た
め
の
�

　
就
職
活
動
講
座
」
開
催
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
Ｉ
Ｐ
Ａ
‐
Ｇ
Ｐ
�

チ
ー
ム
の
活
動
に
つ
い
て
�

■
保
健
医
療
学
部
（
六
月
一
〇
日
実
施
）
�

看
護
学
科
　
�

四
年
　

小
田
優
美
、
三
年
　

山
本
和
幸
、
二
年
　

浅
野
里
実
�

理
学
療
法
学
科
　
�

四
年
　

田
鹿
謙
太
郎
、
三
年
　

遊
佐
彩
野
、
二
年
　

佐
藤
佳
奈
�

作
業
療
法
学
科
　
�

四
年
　

佐
々
木
笙
子
、
三
年
　

鈴
木
史
織
、
二
年
　

大
島
沙
耶
�

言
語
聴
覚
学
科
　
�

四
年
　

高
柳
美
里
、
三
年
　

宇
井
里
実
、
二
年
　

関
口
敦
子
�

視
機
能
療
法
学
科
　
�

四
年
　

卯
柳
智
美
、
三
年
　

高
津
戸
佑
騎
、
二
年
　

能
登
山
桃
子
�

放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
�

四
年
　

茨
木
裕
美
、
三
年
　

山
名
千
尋
、
二
年
　

見
涼
加
�

■
医
療
福
祉
学
部
（
六
月
一
〇
日
実
施
）
�

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

四
年
　

鈴
木
愛
実
、
三
年
　

高
橋
美
里
、
二
年
　

大
内
康
平
�

■
薬
学
部
（
六
月
一
〇
日
実
施
）
�

薬
学
科
　
�

六
年
　

古
賀
香
央
里
、
五
年
　

渡

志
穂
、
四
年
　

君
島
秀
尚
、
�

三
年
　

八
木
澤
昂
大
、
二
年
　

向
井
崇
人
�

■
小
田
原
保
健
医
療
学
部
（
七
月
一
五
日
実
施
）
�

看
護
学
科
　
�

四
年
　

加

千
恵
、
三
年
　

神
田
具
子
、
二
年
　

鈴
木
か
す
み
�

理
学
療
法
学
科
　
�

四
年
　

大
松
峻
也
、
三
年
　

石
村
祐
基
、
二
年
　

出
岡
有
希
�

作
業
療
法
学
科
　
�

四
年
　

長
嶋
早
紀
、
三
年
　

土
肥
咲
喜
子
、
二
年
　

澤
田
幸
輝
�

■
福
岡
看
護
学
部
（
七
月
一
一
日
実
施
）
�

看
護
学
科
　
�

四
年
　

栗
原
哲
平
、
三
年
　

太
島
美
咲
、
二
年
　

繁
永
澪
奈
�

■
福
岡
保
健
医
療
学
部
（
六
月
二
〇
日
実
施
）
�

理
学
療
法
学
科
　
�

四
年
　

速
水
慶
太
、
三
年
　

島
雄
南
、
二
年
　

新
郷
怜
�

作
業
療
法
学
科
　
�

四
年
　

小
柳
ち
ひ
ろ
、
三
年
　

河
野
ま
ど
か
、
二
年
　

佐
藤
里
佳
�

言
語
聴
覚
学
科
　
�

四
年
　

井
上
美
里
、
三
年
　

吉

杏
奈
、
二
年
　

中
島
く
る
実
�

医
学
検
査
学
科
　
三
年
　

渡
邉
愛
梨
、
二
年
　

西
之
園
栞
�

�
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ト
ピ
ッ
ク
ス
�

ト
ピ
ッ
ク
ス
�

T O P I C S T O P I C S

●前列に並んだ10名の奨学生�

●授与式の参加者全員による記念撮影�

　
五
月
二
八
日
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損

害
保
険
株
式
会
社
本
社
で
、
鈴
木
久
仁
社
長
、

真
鍋
洋
取
締
役
副
社
長
執
行
役
員
、
金
杉
恭
三

取
締
役
専
務
執
行
役
員
、
菅
明
子
広
報
部
長
、

本
学
の
高
木
邦
格
理
事
長
、
北
島
政
樹
学
長
、

佐
藤
禎
一
学
事
顧
問
、
武
井

司
専
務
理
事
、

小
林
雅
彦
学
生
部
長
、
小
林
一
也
事
務
部
長
な

ど
が
列
席
し
、
奨
学
生
認
証
式
が
行
わ
れ
た
。
�

　
こ
の
制
度
は
、平
成
九
年
に
同
社
の
前
身
・
同

和
火
災
海
上
保
険
の
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念

事
業
の
一
環
で
、

教
育
を
通
じ
た
社

会
貢
献
事
業
と
し

て
創
設
さ
れ
、保
健・

医
療
・
福
祉
の
有

為
な
専
門
職
を
育

成
す
る
本
学
の
学

生
に
奨
学
金
が
支

給
さ
れ
て
い
る
。

一
九
年
目
を
迎
え
、

今
年
選
ば
れ
た
一

〇
名
を
加
え
、延

べ
一
六
七
名
に
奨

学
金
が
支
給
さ
れ
、

す
で
に
一
三
〇
名

以
上
が
医
療
福
祉

現
場
で
活
躍
し
て

い
る
。�

　
鈴
木
社
長
か
ら
、

「
ど
ん
な
に
医
療

技
術
が
進
歩
し
て

も
、
結
局
は
人
間
が
大
事
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
周
り
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
感

謝
の
気
持
ち
、
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
初

心
を
忘
れ
ず
に
」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。
�

　
高
木
理
事
長
は
、
深
く
謝
辞
を
述
べ
る
一
方
、

学
生
に
は
、
「
名
誉
あ
る
奨
学
生
と
の
自
覚
を

持
っ
て
勉
学
に
励
み
、
社
会
の
た
め
に
役
立
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
た
。
�

　
平
成
二
七
年
度
年
間
成
績
優
秀
賞
の
表
彰
式

が
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
受
賞
者
に
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
た
。
副
賞
と
し
て
、
授
業
料
の

最
大
五
〇
％
の
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
る
。
�

（
東
京
事
務
所
　
総
務
企
画
部
）
�

（
学
生
課
　
松
本
典
子
）
�

（
東
京
事
務
所
　
国
際
部
）
�

奨
学
生
認
証
式
�

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
�

同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
�

年
間
成
績
優
秀
賞
表
彰
式
�

Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
奨
学
金
授
与
式
の
ご
報
告
�

今
年
度
の
奨
学
生
�

●
キ
ン
・
モ
ー
・
モ
ー
・
ト
ゥ
エ
さ
ん（
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
女
性
）�

　
医
療
福
祉
学
研
究
科
博
士
課
程
�

　
保
健
医
療
学
専
攻
　
放
射
線
・
情
報
科
学
分
野
�

●
タ
ン
ダ
・
エ
イ
さ
ん（
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
女
性
）�

　
医
療
福
祉
学
研
究
科
博
士
課
程
 
�

　
保
健
医
療
学
専
攻
　
理
学
療
法
学
分
野
�

●
ス
・
ヌ
エ
・
サ
ン
さ
ん（
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
女
性
）�

　
薬
学
研
究
科
博
士
課
程
 
�

　
医
療
・
生
命
薬
学
専
攻
�

●
ピ
ョ
ー
・
ピ
ョ
ー
・
カ
イ
ン
さ
ん（
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
女
性
）�

　
医
療
福
祉
学
研
究
科
修
士
課
程
�

　
保
健
医
療
学
専
攻
 
助
産
学
分
野
�

●
ト
ー
・
ト
ー
・
ル
ウ
ィ
ン
さ
ん（
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
女
性
）�

　
医
療
福
祉
学
研
究
科
修
士
課
程
�

　
保
健
医
療
学
専
攻
 
作
業
療
法
学
分
野
�

　
七
月
二
九
日
、
山
王
病
院
の
山
王
ホ
ー
ル
に

て
、Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
奨
学
金
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

式
に
は
、
駐
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国
大
使

館
の
カ
イ
マ
ー
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ン
・
タ
ン
二
等
書
記
官
、

ア
ジ
ア
婦
人
友
好
会
の
中
曽
根
真
理
子
副
会
長
、

潮
田
正
子
副
会
長
ら
に
ご
臨
席
賜
っ
た
。
�

　
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
奨
学
金
制
度
は
、
医
療
福
祉
分
野

の
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
在

学
中
の
学
費
、
教
材
費
、
交
通
費
、
住
居
費
、

生
活
費
を
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
。
こ
れ
ま

で
延
べ
二
五
名
に
授
与
さ
れ
た
。
�

　
奨
学
生
か
ら
、
「
い
た
だ
い
た
奨
学
金
に
感

謝
。
日
本
で
学
ん
だ
こ
と
を
持
ち
帰
り
、
母
国

の
医
療
福
祉
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と
抱
負

が
語
ら
れ
、
天
野
隆
弘
大
学
院
長
よ
り
奨
学
金

証
明
書
が
授
与
さ
れ
た
。
中
曽
根
副
会
長
の
ほ

か
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使
館
書
記
官
か
ら
謝
辞
が

あ
り
、
人
材
育
成
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
た
。
�



大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�
医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�
総
合
教
育
科
目
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�
薬
学
科
�

二
〇
一
四
年
度
�

トピックス�

●熱い語り口に多くの学生が�
　感銘を受けた。�

●「薬剤師として必要な知識、技能、態度を習得し、医療人�
　としての第一歩を踏み出したい」と力強く宣誓を読み上げた。�

●今年の３月に卒業した卒業生も岩手県から駆けつけた�

　
五
月
三
〇
日
、宮
城
県
岩
沼
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
三
回
千
年
希
望
の
丘
植
樹
祭
二
〇
一
五
」

に
、
本
学
か
ら
学
生
五
〇
名
、
卒
業
生
一
名
、

教
職
員
八
名
の
計
五
九
名
が
参
加
し
た
。
昨
年

に
続
き
二
回
目
の
参
加
と
な
る
。
�

　
津
波
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を

受
け
た
岩
沼
市

の
沿
岸
で
は
、

津
波
除
け
と
し

て
「
千
年
希
望

の
丘
」
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
今
回
の

植
樹
祭
は
、
防

潮
堤
と
し
て
の

森
を
育
て
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
、
全
国
か
ら
約
六
千
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
約
五
万
本
の
苗

木
を
植
樹
し
た
。
�

　
作
業
は
約
二
時
間
。
参
加
者
は
、
自
分
た
ち

の
活
動
が
、
人
々
の
生
活
や
未
来
を
守
れ
る
と

思
う
と
、
力
に
な
れ
て
嬉
し
い
と
話
し
た
。
�

　
四
年
が
経
ち
、
震
災
の
記
憶
が
風
化
さ
れ
つ

つ
あ
る
今
、
帰
り
際
に
は
被
災
当
時
の
姿
を
留

め
た
家
屋
を
見
学
。
今
回
が
初
め
て
の
被
災
地

訪
問
と
い
う
学
生
も
多
く
、
ま
だ
復
興
し
た
と

は
言
え
な
い
状
況
を
見
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

被
災
地
へ
の
支
援
や
関
わ
り
を
続
け
て
い
く
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�
視
機
能
療
法
学
科
�

●研究段階からのチーム医療を実践している研究チーム�

　
三
月
二
一
日
、
日
本
学
術
振
興
会
基
盤
研
究

（
Ｂ
）「
多
職
種
連
携
に
よ
る
重
症
心
身
障
害
児
・

者
の
客
観
的
視
機
能
評
価
法
の
確
立
と
普
及
」

の
成
果
報
告
会
を
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
し
、
学
外
一
五
施
設
の
療
育
関
係
者
三
三
名

が
参
加
し
た
。
本
研
究
は
眼
科
医
・
視
能
訓
練
士
・

作
業
療
法
士
・
小
児
科
医
・
言
語
聴
覚
士
・
工
学
系

研
究
者
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
重
症
心
身
障
害
児

（
者
）の
療
育
に
視
機
能
を
積
極
的
か
つ
有
効
に

活
用
す
る
た
め
の
評
価
法
開
発
に
取
り
組
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
�

　
代
表
者
の
新
井

田
孝
裕
教
授
の
概

要
説
明
に
続
き
、各

専
門
職
が
、一
般
民

生
技
術
を
活
用
し

た
瞼
裂
幅
の
評
価
、

慣
用
的
検
査
手
技

を
組
み
合
わ
せ
た

定
性
的
評
価
、
視

線
解
析
を
用
い
た

客
観
的
評
価
を
紹
介
し
、療
育
に
携
わ
る
作
業
療
法

士
が
こ
れ
ら
の
評
価
法
の
実
践
事
例
を
説
明
し
た
。

チ
ー
ム
医
療
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
な
か
、研
究

段
階
か
ら
各
職
種
が
連
携
し
、対
象
者
や
支
援
者
の

ニ
ー
ズ
に
添
っ
た
評
価
・
支
援
方
法
を
開
発
し
広
め

て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
再
認
識
し
た
。
�

　
今
年
度
か
ら
は
対
象
を
発
達
障
害
児
に
広
げ
、

新
た
な
基
盤
研
究（
Ｂ
）の
も
と
で
研
究
を
発
展

さ
せ
て
い
く
。
�

�

●パネルディスカッションでコメントする北原佐和子さん。�

　
五
月
二
七
日
、
宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

デ
で
医
療
福
祉
学
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
医
療
福
祉

の
仕
事
と
職
場
の
魅
力
」
を
開
催
し
た
。
丸
山

仁
司
副
学
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
女
優
で
介
護

福
祉
士
の
北
原
佐
和
子
さ
ん
に
よ
る
特
別
講
演

「
介
護
で
出
会
っ
た
す
て
き
な
人
々
〜
わ
た
し

が
実
践
す
る
〝
魔
法
の
声
か
け
〞
」
で
は
、
現

場
で
の
実
体
験
に
基
づ
く
話
に
聴
衆
が
魅
了
さ

れ
た
。
小
林
雅
彦
学
科
長
の
学
科
紹
介
で
は
、

熱
心
に
メ
モ
を
取
る

高
校
生
の
姿
が
見
ら

れ
た
。
�

　
第
二
部
は
現
場
で

活
躍
中
の
本
学
部
卒

業
生
を
迎
え
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

山
本
康
弘
副
学
科
長

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
栃
の
実
荘

の
森
嶋
美
幸
さ
ん
、

大
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
小
滝
典
さ
ん
、

青
木
病
院
の
島
田
祐
子
さ
ん
、
国
際
医
療
福
祉

大
学
病
院
の
相
馬
優
未
さ
ん
、
㈱
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
・
サ
ー
ビ
ス
の
佐
藤
雄
基
さ
ん
が
医
療
福
祉

の
仕
事
の
魅
力
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
�

　
最
後
は
本
学
部
卒
業
生
で
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
え
り
の
あ
さ
ん
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
。

歌
や
ダ
ン
ス
の
合
間
に
学
生
時
代
の
思
い
出
話

も
飛
び
出
し
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。
�

　
五
月
二
八
日
、「
郷
土
論
〜
栃
木
学
〜
」の

最
終
回
で
、
津
久
井
富
雄
大
田
原
市
長
が
講
義

を
行
っ
た
。
�

　
本
科
目
は
、
栃
木
県
（
特
に
県
北
地
域
）
の

歴
史
と
文
化
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
産
業
・

観
光
資
源
な
ど
の
魅
力
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

学
生
が
県
北
地
域
で
医
療
福
祉
の
中
核
を
担
う

本
学
で
学
ぶ
意
義
を
認
識
す
る
た
め
、
昨
年
度

か
ら
開
講
さ
れ
て
い
る
。
�

　
毎
回
ゲ
ス
ト
講
師
が
登
壇
し
、
津
久
井
市
長

は
昨
年
に
続
き
最
終
講
義
に
登
壇
。
「
国
際
医

療
福
祉
大
学
の
学
生
に
求
め
る
こ
と
　

〜
大
田

原
市
の
街
お
こ
し
と
の
関
連
か
ら
」
の
タ
イ
ト

ル
の
も
と
、
副
題
に
、「
地
方
自
治
と
私
　

〜
仕

事
は
命
が
け
だ
か
ら
楽
し
い
〜
」を
掲
げ
、
市

長
を
め
ざ
し

た
理
由
、
市

長
と
し
て
行

っ
て
き
た
こ
と
、

今
後
の
地
方

自
治
と
私
の

夢
、本
学
の
学

生
に
求
め
る
こ
と
を
、
優
し
く
、
熱
く
語
っ
た
。
�

　
終
了
後
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
夢
を

実
現
で
き
る
よ
う
志
を
高
く
持
ち
た
い
」
、
「
将

来
医
療
従
事
者
に
な
る
者
と
し
て
、
的
確
な
判

断
や
指
示
の
も
と
、
迅
速
に
対
処
で
き
る
よ
う

に
勉
学
に
励
み
た
い
」
な
ど
、
市
長
の
志
に
感

銘
を
受
け
た
学
生
の
言
葉
が
目
立
っ
た
。
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�
総
合
教
育
科
目
�

●ゲストをまじえたロールプレイに取り組む学生たち�

　
今
年
の
四
月
か
ら
、「
英
語
医
療
通
訳
入
門
」

が
開
講
し
た
。
目
的
は
、
日
本
語
を
話
せ
な
い

外
国
人
患
者
に
英
語
で
対
応
で
き
る
医
療
人
を

育
成
す
る
こ
と
で
、
現
在
、
一
年
生
一
五
名
が

参
加
し
て
い
る
。
�

　
授
業
で
は
循
環

器
科
、
呼
吸
器
科
、

消
化
器
科
な
ど
診

療
科
ご
と
に
、
そ

れ
ぞ
れ
特
に
関
連

の
あ
る
臓
器
、
身

体
部
位
の
名
称
と

働
き
、
主
な
病
名

と
症
状
に
つ
い
て

学
習
し
て
い
る
。
�

　
こ
こ
で
不
可
欠
な
の
が
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
よ

る
通
訳
の
訓
練
で
あ
る
。
学
生
が
三
人
一
組
で

医
師
や
看
護
師
、
外
国
人
患
者
、
医
療
通
訳
者

の
役
を
演
じ
る
こ
と
が
多
い
が
、
六
月
二
九
日

に
は
、
那
須
塩
原
市
の
ア
ジ
ア
学
院
か
ら
五
名

の
ゲ
ス
ト
（
ア
メ
リ
カ
、
ガ
ー
ナ
、
イ
ン
ド
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
出
身
）
を
迎
え
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を

行
っ
た
。
最
初
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
学
生
た
ち

も
、
次
第
に
自
分
か
ら
話
し
か
け
、
医
療
通
訳

の
訓
練
に
加
え
て
、
英
会
話
を
楽
し
む
姿
が
印

象
的
だ
っ
た
。
終
了
後
に
は
、「
自
分
の
英
語
が

通
じ
て
嬉
し
い
」
、「
医
療
通
訳
を
も
っ
と
勉
強

し
た
い
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

今
後
も
、
外
国
人
と
の
交
流
を
通
し
て
医
療
通

訳
の
技
術
を
磨
く
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�
総
合
教
育
科
目
�

●学生との対局で解説に熱がこもる島９段と鈴木女流２段�

　
五
月
一
日
、「
将
棋
で
養
う
社
会
力
」の
第
四

回
授
業
に
、
今
年
度
も
公
益
社
団
法
人
日
本
将

棋
連
盟
の
島
朗
九
段
と
鈴
木
環
那
女
流
二
段
に

お
越
し
い
た
だ
い
た
。
将
棋
技
術
講
座
（
駒
の

価
値
、
詰
み
の
考
え
方
な
ど
）
、
リ
レ
ー
将
棋

解
説
な
ど
、
学
生
の
興
味
を
持
続
さ
せ
つ
つ
ご

指
導
い
た
だ
く
な
か
、
「
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て

負
け
る
こ
と
で

成
長
し
将
棋
が

上
達
す
る
。
だ

か
ら
、
敗
北
か

ら
し
っ
か
り
学

ん
で
ほ
し
い
」

と
の
こ
と
ば
が

印
象
に
残
っ
た
。

学
生
諸
君
の
人

生
の
糧
に
も
な

る
と
思
う
。
�

　
こ
う
し
た
大

学
で
の
将
棋
講

座
は
、
一
昨
年
度
本
学
が
始
め
て
以
来
増
え
、

現
在
は
東
京
大
学
、
大
東
文
化
大
学
、
首
都
大

学
東
京
、
國
學
院
大
學
で
も
開
講
さ
れ
て
い
る
。

社
会
力
の
み
な
ら
ず
集
中
力
、
解
析
力
、
決
断

力
を
養
う
良
い
手
段
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い

る
。
本
学
で
は
日
本
将
棋
連
盟
公
認
の
将
棋
普

及
指
導
員
資
格
を
有
す
る
教
員
が
指
導
し
て
い

る
が
、
本
学
以
外
で
は
プ
ロ
棋
士
が
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
。
本
学
で
も
プ
ロ
棋
士
の
指
導
を

仰
ぐ
機
会
が
あ
る
こ
と
は
悦
ば
し
い
。
�

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
中
里
愛
）
�

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
　
教
務
課
）
�

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
　
教
務
課
　
小
林
季
幸
）
�

（
語
学
教
育
部
　
三
浦
美
恵
子
）
�

「
実
務
実
習
宣
誓
式
」
開
催
�

（
視
機
能
療
法
学
科
 
准
教
授
 
小
町
祐
子
）
�

（
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
 
講
師
 
酒
井
健
）
�

科
研
費
基
盤（
Ｂ
）研
究
成
果
報
告
会
�

「
郷
土
論
〜
栃
木
学
〜
」
で
�

 

津
久
井
富
雄
大
田
原
市
長
が
講
義
�
「
英
語
医
療
通
訳
入
門
」
開
講
�

（
基
礎
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
 
教
授
 
北
村
義
浩
）
�

「
将
棋
で
養
う
社
会
力
」
開
講
�

「
宮
城
県
岩
沼
市
植
樹
祭
」
に
参
加
�

「
医
療
福
祉
学
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
�

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
広
報
室
 
金
井
雅
之
）
�

　
四
月
二
三
日
、
今
年
度
の
「
実
務
実
習
宣
誓

式
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
式
は
、
病
院
な
ら
び

に
薬
局
で
の
実
務
実
習
が
始
ま
る
五
年
生
が
、

そ
の
意
義
を
理
解
し
、
本
学
の
学
生
と
し
て
の

誇
り
を
胸
に
、
医
療
人
、
社
会
人
と
し
て
の
役

割
と
責
任
を
自
覚
し
て
、
実
務
実
習
に
臨
む
決

意
を
固
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
�

　
武
田
弘
志
学
部
長
の
式
辞
に
続
き
、
五
年
生

一
六
〇
人
が
本
学
の
マ
ー
ク
が
入
っ
た
白
衣
に

初
め
て
袖
を
通
し
た
。
緊
張
感
の
漂
う
な
か
、

中
川
博
揮
さ
ん
と
仲
本
明
希
さ
ん
が
代
表
し
て

宣
誓
を
読
み
上
げ
た
。
続
い
て
、
北
島
政
樹
学

長
の
激
励
、
百
瀬
泰
行
教
授
（
実
施
責
任
者
）

の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
終
了
し
た
。
�

　
こ
の
式
に
は
毎
年
四
年
生
が
全
員
出
席
す
る
。

先
輩
の
姿
に
一
年
後
の
自
分
の
姿
を
だ
ぶ
ら
せ

て
、
共
用
試
験
に
向
け
た
こ
の
一
年
間
の
勉
学

に
臨
む
。
�

卒
業
生
国
家
試
験
報
告
�

　
三
月
三
〇
日
ま
で
に
、
す
べ
て
の
職
種
の
国

家
試
験
の
合
格
発
表
が
行
わ
れ
、
二
〇
一
四
年

度
卒
業
生
の
国
家
試
験
の
結
果
が
出
揃
っ
た
。
�

　
合
格
率
一
〇
〇
％
を
達
成
し
た
の
は
次
の
と

お
り
。
�

　
こ
の
よ
う
に
、
保
健
師
は
、
三
キ
ャ
ン
パ
ス

の
看
護
学
科
が
い
ず
れ
も
合
格
率
一
〇
〇
％
を

達
成
し
た
。
特
に
小
田
原
保
健
医
療
学
部
看
護

学
科
は
、
三
年
連
続
で
看
護
師
の
合
格
率
　
　

一
〇
〇
％
を
達
成
し
た
。
�

　
惜
し
く
も
一
〇
〇
％
を
達
成
で
き
な
か
っ
た

そ
の
他
の
資
格
で
も
、
全
国
合
格
率
を
上
回
る

高
い
合
格
率
を
維
持
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
�

 
本
学
は
「
国
家
試
験
全
員
合
格
」
を
め
ざ
し

て
お
り
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
国
家
試
験

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
生
を
、
多
く
の
教

職
員
が
き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
フ
ォ
ロ

ー
し
て
い
る
。
�

　
す
で
に
今
年
度
の
国
家
試
験
対
策
は
始
ま
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
学

生
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。
�

・
看
護
師
（
小
田
原
保
健
医
療
学
部
）
�

・
保
健
師
（
保
健
医
療
学
部
）
�

・
保
健
師
（
小
田
原
保
健
医
療
学
部
）
�

・
保
健
師
（
福
岡
看
護
学
部
）
�

・
視
能
訓
練
士
（
保
健
医
療
学
部
）
�

・
理
学
療
法
士
（
福
岡
保
健
医
療
学
部
）
�
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就
職
先
に
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
を

選
ん
だ
の
は
、大
好
き
な
海
が
見
え
る
か
ら
と
い
う

単
純
な
理
由
か
ら
だ
。看
護
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情

ば
か
り
で
は
い
ら
れ
な
い
仕
事
。海
か
ら
昇
る
朝
日

と
そ
こ
に
浮
か
ぶ
初
島
に
何
度
も
元
気
を
も
ら
っ
た
。�

　
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
集
中
治
療
室
）に
配
属
さ
れ
た
。人
工

呼
吸
器
を
着
け
て
言
葉
を
出
せ
な
い
、意
識
障
害

で
辛
さ
を
言
葉
に
で
き
な
い
、意
思
表
示
が
で
き
な

い
と
い
っ
た
患
者
様
を
多
く
看
て
き
て
、そ
う
し
た

患
者
様
の
思
い
に
ど
う
応
え
れ
ば
い
い
か
と
悩
む

日
々
が
続
い
た
。そ
の
答
え
を
見
つ
け
た
く
て
、認

定
看
護
師
を
め
ざ
し
た
。�

　
集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師
に
な
り
、呼
吸
ケ
ア・
呼
吸

療
法
に
つ
い
て
、院
内
を
横
断
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。仕
事
が
広
が
り
、他
職
種
や
患

者
様
、ご
家
族
に
深
く
携
わ
る
う
ち
に
、患
者
様
や

ご
家
族
の
代
弁
者
に
な
る
こ
と
が
、私
な
り
の
寄
り

添
い
方
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。�

　
そ
し
て
今
日
も
、海
の
見
え
る
職
場
で
看
護
に

取
り
組
ん
で
い
る
。看
護
は
奥
深
く
、悩
む
場
面
が

多
い
が
、そ
の
分
や
り
が
い
も
大
き
い
。一
緒
に
考

え
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。�

（
地
域
医
療
連
携
部
　
音
丸
秋
子
）�

　
世
界
規
模
で
救
急
救
命
の
知
識
や
技
術
を

競
う
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
」
が
五
月
三
一

日
に
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
、
熱
海
病
院
職
員
（
救

急
科
医
師
、
研
修
医
、
看
護
師
）
と
熱
海
市

消
防
本
部
の
救
急
救
命
士
か
ら
な
る
「
チ
ー

ム
熱
海
」
が
、
初
出
場
で
優
勝
す
る
快
挙
を

成
し
遂
げ
た
。
�

　
熱
海
市

は
人
口
約

四
万
人
だ
が
、

救
急
出
動

回
数
は
人

口
一
〇
万

人
規
模
の

都
市
に
匹

敵
す
る
と

い
わ
れ
て

い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
、
「
救
急
救
命
の
現
場

を
知
り
、
病
院
前
救
護
処
置
か
ら
院
内
で
の

救
命
処
置
ま
で
の
連
携
に
お
け
る
〝
チ
ー
ム

医
療
〞
の
あ
り
方
を
体
験
す
る
」
こ
と
を
目

的
に
参
加
し
た
。
�

　
短
い
準
備
期
間
だ
っ
た
が
、
積
極
的
に
意

見
を
言
い
合
え
る
雰
囲
気
が
活
発
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
、
優
勝
に
つ
な
が
っ
た
。
�

　
救
急
隊
と
病
院
の
つ
な
が
り
を
日
々
意
識
し
、

今
後
の
救
急
医
療
や
〝
チ
ー
ム
医
療
〞
の
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
さ
ら
に
期
待
し
て
、

次
の
大
会
に
も
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
。
�

　
六
月
三
〇
日
、
三
田
ホ
ー
ル
に
て
、
「
第

二
回
　
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
 

連
携

協
議
会
」
を
開
催
し
た
。
�

　
地
域
医
療
機
関
の
先
生
方
と
速
や
か
に
病

診
連
携
へ
と
つ
な
げ
る
べ
く
、
当
院
へ
の
理

解
と
信
頼
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
回

は
歯
科
口
腔
外
科
・
頭
頸
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー

と
の
合
同
で
行
っ
た
。
港
区
芝
歯
科
医
師
会
・

港
区
麻
布
赤
坂
歯

科
医
師
会
会
長
を

は
じ
め
総
勢
九
六

名
の
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
い
た
。
�

　
第
一
部
の
講
演

会
で
は
、
歯
科
口

腔
外
科
部
長
・
矢

郷
香
准
教
授
、
同

副
部
長
・
川
本
義

明
講
師
、
頭
頸
部

腫
瘍
セ
ン
タ
ー
・

増
淵
達
夫
講
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
け

る
口
腔
治
療
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
�

　
第
二
部
は
場
所
を
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
ブ
に

移
し
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。
一
時
間

と
い
う
短
い
時
間
だ
っ
た
が
、
オ
ー
ブ
の
料

理
が
華
や
か
さ
を
演
出
し
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
う
ち
に
進
行
し
た
。
地
域
医
療
機
関
の

先
生
方
と
、
よ
り
一
層
良
好
な
関
係
を
築
く

有
益
な
時
間
と
な
っ
た
。
�

　
六
月
七
日
、
当
院
で
生
活
習
慣
病
を
テ
ー

マ
に
し
た「
健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
５
」を
開
催

し
、
二
八
〇
名
を
超
え
る
来
場
者
を
迎
え
た
。
�

　
開
会
式
で
は
、
桃
井
眞
里
子
病
院
長
に
よ

る
挨
拶
と
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
に
続
き
、

那
須
塩
原
市
の
阿
久
津
憲
二
市
長
、
那
須
郡

市
医
師
会
の
江
部
寛
会
長
か
ら
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。
�

　
当
院
医
師
に
よ
る
ミ

ニ
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
、

昨
年
好
評
だ
っ
た
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
新

た
に
自
己
血
糖
測
定
、

ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ
チ
テ

ス
ト
な
ど
が
加
わ
っ
た
。

昼
の
お
楽
し
み
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
や
学
生
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏

が
あ
り
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
登
場
で
は
、
那
須
塩

原
市
の
み
る
ひ
ぃ
、
大
田
原
市
の
与
一
く
ん
に
、

今
年
は
那
須
町
の
き
ゅ
ー
び
ー
が
加
わ
っ
た
。
�

　
「
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
が
よ
か
っ
た
。
年
に

二
〜
三
回
開
催
し
て
ほ
し
い
」
、
「
ミ
ニ
セ

ミ
ナ
ー
が
わ
か
り
や
す
く
、
参
考
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
た
。
�

（
総
務
課
　
國
分
さ
や
か
）�

　
六
月
六
日
、
塩
谷
看
護
専
門
学
校
講
堂
に
て
、

福
井
康
之
病
院
長
に
よ
る
第
一
回
市
民
公
開

講
座
「
腰
が
痛
く
な
っ
た
ら
？
〜
腰
痛
へ
の

対
処
法
〜
」
を
開
催
し
た
。
当
日
は
定
員
を
上

回
る
二
二
八
名
が
来
場
し
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。
ス
ラ
イ
ド
や
手
術
映
像
を
交
え

た
講
演
は
わ
か
り
や
す
い
と
好
評
で
、
質
疑

応
答
の
時
間
に

は
多
数
の
質
問

が
あ
っ
た
。
�

　
ま
た
、
今
回

の
市
民
公
開
講

座
は
申
し
込
み

多
数
だ
っ
た
た

め
、
六
月
二
四

日
に
塩
谷
病
院

大
会
議
室
に
て

追
加
講
演
を
開

催
し
た
。
追
加

講
演
に
も
一
一

八
名
が
参
加
し
、

こ
ち
ら
も
大
盛

況
で
あ
っ
た
。
�

　
当
院
で
は
、
今
年
度
残
り
七
回
の
市
民
公

開
講
座
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
も

地
域
の
皆
様
へ
向
け
、
健
康
に
役
立
つ
情
報

を
提
供
し
て
い
く
。
�

（
総
務
課
　
堀
内
希
望
）�

　
三
年
次
か
ら
本
格
的
に
学
外
実
習
が
始
ま
り
、

国
家
試
験
対
策
や
資
格
取
得
後
の
進
路
に
つ
い

て
意
識
が
高
ま
り
ま
す
。
�

　
本
特
集
で
は
、
ま
ず
当
グ
ル
ー
プ
で
活
躍
す

る
二
人
の
先
輩
看
護
師
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

働
き
な
が
ら
学
ん
で
専
門
性
を
高
め
、
仕
事
上

の
問
題
を
乗
り
越
え
て
い
っ
た
姿
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、
年
一
回
開
催
さ
れ
る
看
護
研
究
会

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
お
伝
え
し
ま
す
。
�

�　
日
本
看
護
協
会
に
よ
る
認
定
制
度
で
、
五
年

ご
と
に
更
新
す
る
。
特
定
の
看
護
分
野
に
お
い

て
、
熟
練
し
た
看
護
技
術
と
知
識
を
用
い
て
高

い
水
準
の
看
護
を
実
践
で
き
る
看
護
師
。
�

　
四
附
属
病
院
を
含
め
た
関
東
の
関
連
七
施
設

と
二
看
護
学
科
、看
護
専
門
学
校
で
は
、教
育
現
場

と
臨
床
の
連
携
を
目
的
に
、二
〇
○
六
年
か
ら「
看

護
研
究
会
」を
開
催
し
て
い
る
。記
念
す
べ
き
第
一

〇
回
を
迎
え
た
昨
年
度
は
、学
科
長
、看
護
部
長

を
は
じ
め
、教
員
、看
護
職
員
、看
護
学
生
な
ど
一

七
〇
名
以
上
が
会
場
の
三
田
病
院
に
参
集
し
た
。�

　
来
賓
の
北
島
政
樹
学
長
の
ご
挨
拶
で
始
ま
り
、

続
く
武
藤
正
樹
大
学
院
教
授
の
、「
超
高
齢
社
会

に
お
け
る
医
療
政
策
と
多
様
化
す
る
看
護
職
の

役
割
」に
つ
い
て
の
講
演
は
、看
護
職
と
し
て
さ
ら

に
奮
闘
す
る
動
機
づ
け
と
な
っ
た
。�

　
午
後
は
看
護
研
究
発
表
。臨
床
か
ら
七
題
、教

育
現
場
か
ら
三
題
の
発
表
が
あ
り
、活
発
な
意
見

交
換
を
行
っ
た
。一
〇
年
間
続
け
て
き
た
こ
と
に

よ
り
、年
々
研
究
の
質
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。さ
ら

に
教
育
と
臨
床
が
交
流
・
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

グ
ル
ー
プ
全
体
の
看
護
の
質
向
上
に
貢
献
し
て
き

た
と
確
信
し
て
い
る
。�

　
関
連
施
設
で
は
充
実
し
た
研
修
制
度
を
整
え
、

今
年
度
は
最
多
の
本
学
卒
業
生
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。最
高
の「
チ
ー
ム
医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
」

を
と
も
に
創
造
し
て
い
け
る
、本
学
の
卒
業
生
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

　
平
成
一
八
年
二
月
に
関
連
病
院
看
護
組
織
の

連
携
を
深
め
、看
護
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
始
ま
っ
た
。現
在
は
、看
護
学
科
の
教
員
、

学
生
も
参
加
し
、幅
広
く
奥
深
い
会
に
成
長
。毎

年
二
月
の
会
に
は
学
生
も
参
加
で
き
る
。�

　
医
師
の
包
括
的
指
示
の
も
と
、診
療
や
検
査
、

処
置
な
ど
特
定
の
医
行
為
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ

る
看
護
師
。本
年
一
○
月
か
ら
、こ
れ
に
係
る
法

律
が
公
布
さ
れ
、正
式
の
身
分
に
な
る
。�

　
※
こ
こ
で
は
、Ｎ
Ｐ
教
育
大
学
院
協
議
会
が
認

め
る
大
学
院
を
す
で
に
卒
業
し
た
者
を
ナ
ー
ス
プ

ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー（
Ｎ
Ｐ
）と
し
て
い
る
。�
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（
総
務
企
画
課
　
小
室
秀
明
）�

　
本
学
大
学
院
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー（
Ｎ
Ｐ
）

養
成
分
野
を
卒
業
し
、Ｎ
Ｐ
教
育
大
学
院
協
議
会

の
認
定
資
格
を
得
て
、「
Ｎ
Ｐ
」と
し
て
国
際
医
療

福
祉
大
学
三
田
病
院
で
働
き
始
め
て
三
年
目
。当

院
に
は
、日
本
に
約
二
〇
○
名
し
か
い
な
い
Ｎ
Ｐ
が

三
名
も
活
動
し
て
い
る
。私
が
Ｎ
Ｐ
を
め
ざ
し
た
き

っ
か
け
を
お
話
し
し
た
い
。�

　
あ
る
時
、腹
痛
を
訴
え
る
患
者
様
に
医
師
の
指

示
ど
お
り
鎮
痛
薬
を
投
与
し
た
が
、痛
み
は
改
善

し
な
か
っ
た
。医
師
は
手
術
中
で
す
ぐ
に
は
対
応
で

き
ず
、患
者
様
は
痛
み
に
耐
え
る
し
か
な
い
。身
体

を
さ
す
っ
た
り
、声
を
か
け
た
り
す
る
こ
と
し
か
で

き
な
い
自
分
に
無
力
さ
を
感
じ
た
。�

　
ま
た
、人
工
呼
吸
器
を
外
せ
る
状
態
な
の
に
医

師
が
多
忙
の
た
め
、外
す
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。看
護
師
が
も
っ
と
積
極
的

に
介
入
で
き
た
ら
患
者
様
は
も
っ
と
早
く
楽
に
な

れ
る
の
に
と
の
強
い
思
い
か
ら
、Ｎ
Ｐ
を
め
ざ
し
た
。�

　
Ｎ
Ｐ
に
な
り
、外
来
や
手
術
な
ど
で
医
師
が
不

在
の
間
、患
者
様
の
管
理
の
一
端
を
任
さ
れ
て
い

る
。検
査
を
オ
ー
ダ
ー
し
結
果
を
評
価
、必
要
な
ら

エ
コ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
も
あ
る
。そ
れ
に
よ
り
、

患
者
様
の
異
常
を
早
期
に
発
見
し
、早
期
治
療
に

つ
な
が
っ
た
経
験
も
あ
る
。ま
た
、看
護
師
と
医
師

の
両
方
の
視
点
を
持
つ
こ
と
か
ら
、以
前
よ
り
深

く
患
者
様
を
全
人
的
に
看（
診
）る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、患
者
様
の
生
活
を
守
る
意
識
が
一
層
高
ま

っ
た
。経
験
を
重
ね
る
ご
と
に
仕
事
が
楽
し
く
、と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。�

　
学
び
続
け
る
こ
と
で
、患
者
様
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
が
さ
ら
に
広
が
り
ま
す
。学
生
の
皆
さ
ん
も

Ｎ
Ｐ（
特
定
行
為
に
係
る
看
護
師
）を
め
ざ
し
、将

来
私
た
ち
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。�
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病
院
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
グ
ル
ー
プ
に
�

お
け
る
大
学
と
臨
床
の
連
携
�

看
護
師
と
医
師
、両
方
の
視
点
を
持
つ
�

ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ー
�

患
者
様
・
ご
家
族
の
代
弁
者
と
し
て
�

メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
優
勝
�

第
二
回
連
携
協
議
会
を
開
催
�

〝
生
活
習
慣
病
を
も
っ
と
知
る
〞
を
�

　

テ
ー
マ
に
「
健
康
フ
ェ
ア
2
0
1
5
」
�

　

を
開
催
�

平
成
二
七
年
度
�

第
一
回
市
民
公
開
講
座
を
開
催
�
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●初参加で優勝した「チーム熱海」のメンバー�

●大勢の来場者が詰めかけた開会式�

●悪天候にもかかわらず、講演会は満席となった�

●講演を行う福井病院長�
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施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
�

看
護
特
集
�

国際医療福祉大学三田病院�
看護部長 �
野宮雅子�
�

国際医療福祉大学熱海病院�
看護部 ＩＣＵ副主任�
集中ケア認定看護師�

中野健太郎�

国際医療福祉大学三田病院�
看護部 ＮＰ�

酒井則子�

●�

●�

●�

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
養
成
分
野
修
了�

国
際
医
療
福
祉
大
学 

保
健
医
療
学
部
看
護
学
科
卒
業（
平
成
一
九
年
）�
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学べる！役立つ！究める！動画サイト。医療・福祉・介護のエキスパートのあなたへ�

平成27年4月、「医療福祉eチャンネル」「VODライブラリー」がリニューアルしました。�
Windows PC、Mac OS、スマートフォン、タブレット等で視聴可能になりました。�
�

http://www.ch774.com
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●理学療法分野　�
リハ評価指標 温故知新�
－臨床力レベルアップ－�

●介護・福祉分野�
自立支援型ケアマネジメント・自立支援介護�

●受験講座　�
ケアマネジャー受験講座2015

●厚生労働省情報　�
障害保健福祉関係主管課長会議(3月6日開催)�
※無料配信�●医療・福祉・経営実務　�

社会保障の論点 �
保健医療福祉政策論�

●乃木坂スクール�
発信力を磨いて福祉を変える・医療を変える�

●情報BOX　�
納得！カラダ事典(健康に役立つ情報を専門医が�
わかりやすくお教えします) 

●大学授業・副教材　�
文学論、教育学、ボランティア論、国際医療福祉論、生命倫理、医療福祉教養講義、日本近現代史、宗教学、音声障害学、�
ＰＴ動作分析論、生理光学、公衆衛生看護活動、産業看護の基礎、視能訓練学、他�

お問い合わせは�

主な配信番組�

詳細・お申し込みは大学院ホームページをご覧ください。�

主な�
配信番組�

フリーダイヤル　0120-870-774　医療福祉eチャンネル お客さま係（月曜～金曜 9:00～17:00）�
Eメール info@iryoufukushi.com　〒107-0062 東京都港区南青山1-3-3 青山一丁目タワー4階�

好評配信中�

TOPICS

IUHグループ職員・学生向け動画配信サイト�「国際医療福祉大学VODライブラリー」http://www.ch774.com/student.php

医療福祉専門職として活躍中の卒業生のみなさん、�
大学院でさらなるレベルアップをめざしませんか! �
本学卒業生は入学金が免除となります。�
本学グループ職員対象の奨学金制度もあります。�

本学はキャリアアップをめざす医療福祉職の方々を支援するため、大学院進学をはじめとするさまざまな学習の場を提供しています。�

学内推薦入試・�
入学金免除・奨学金制度あり�

IUHW Graduate School Information

国際医療福祉大学大学院の課程編成�

大学院入試に関するお問い合せは入試事務室まで（TEL：0287‐24‐3200）�

「働きながら大学院で学びたい」�
社会人が学びやすい3つの特長�

大学院オープンキャンパス開催 9/12（土）�
�

2016年度 入学生募集�

生涯学習 の ご 案 内 �

大学院�

大田原、東京青山、小田原、熱海、福岡、大川に6つの�
キャンパスを開設しています。�

医療福祉学研究科�

薬科学研究科�薬学研究科�

保健医療学専攻� 医療福祉経営専攻�

臨床心理学専攻�

●看護学分野��

●特定行為看護師養成分野�

　（旧ナースプラクティショナー養成分野）��

●助産学分野��

●理学療法学分野��

●作業療法学分野��

●言語聴覚分野��

●視機能療法学分野��

●福祉支援工学分野��

●リハビリテーション学分野��

●放射線・情報科学分野��

●生殖補助医療胚培養分野�

●医療福祉教育・管理分野�

生命薬科学専攻�
●生命薬学分野��
●医療薬学分野�

保健医療学専攻�
●看護学分野��
●助産学分野��
●理学療法学分野��
●作業療法学分野��
●言語聴覚分野��
●視機能療法学分野��
●福祉支援工学分野��
●リハビリテーション学�
　分野��
●放射線・情報科学分野��
●生殖補助医療胚培養分野��
●医療福祉経営学分野��
●診療情報管理・�
　分析学分野��
●医療福祉国際協力学�
　分野��
●先進的ケア・ネットワーク��
　開発研究分野��
●医療福祉学分野��
●医療福祉ジャーナリズム��
　分野��
●医療福祉心理学分野�

●医療経営管理分野��

●診療情報アナリスト養成分野�

●医療福祉国際協力学分野��

●先進的ケア・ネットワーク��

　開発研究分野��

●医療福祉学分野��

●医療福祉ジャーナリズム�

　分野�

修士課程�

（本学卒業生及び卒業見込者対象）�

修士課程�

医療・生命薬学専攻�

博士課程（4年制）�

博士課程�

①キャンパス�

多くの授業を平日の夕方以降と土曜日の昼間に�
行っています。�②カリキュラム�

複数のキャンパスでリアルタイムに受講できます。�
質問やディスカッションといった同時双方向の�
コミュニケーションが可能です。�

③同時双方向�
　遠隔授業�

　
今
年
度
は
三
名
の
応
募
が
あ
り
、厳
正
な
書
類

選
考
と
二
度
の
面
接
を
経
て
、福
岡
保
健
医
療
学

部
理
学
療
法
学
科
四
期
生
の
有
家
尚
志
さ
ん
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
�

大学院の概要、入試説明や、各分野・専攻・研究科のご紹介、進学相談等が
予定されています。進学をご検討されている方、大学院に興味を持たれて
いる方であればどなたでもご参加いただけます。�

多
田
英
生
幹
事
�
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二
〇
〇
九
年
度�

小
田
原
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科
卒�

同
窓
会
九
州
支
部
事
務
局�

申
し
込
み
の
締
め
切
り
は
九
月
二
六
日�

●合同同窓会での多田幹事（前列中央）�

同
窓
会
幹
事
紹
介
�

九
州
支
部
会
総
会
の
ご
案
内
�

Vol.8

 IU
H
W
 A
lu
m
n
i A
sso
cia
tio
n
 R
ep
o
rt

IUHW Alumni Association Report

★
住
所
等
が
変
更
に
な
っ
た
同
窓
生
へ（
お
願
い
）�

　
同
窓
会
か
ら
の
各
種
ご
案
内
を
お
送
り
さ
せ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、住
所
・
勤
務
先
・
氏
名
等
の
変
更
の

際
に
は
、お
手
数
で
す
が
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
一
報

く
だ
さ
い
。�

dousoukai@
iuhw

.ac.jp

okw
pt_dosokai@

yahoo.co.jp

同
窓
会
「
マ
ロ
ニ
エ
会
」
事
務
局
�

栃
木
県
大
田
原
市
北
金
丸2
6
0
0
-1

�

国
際
医
療
福
祉
大
学
学
生
課
内
�

T
E
L

　0287-24-3055/F
A
X
0287-24-3140�

M
ail

　office.m
aro
n
ie@
iu
h
w
.ac.jp

：
�

：
�
：
�

：
�

　
一
一
月
二
八
日
、九
州
支
部
看
護
分
科
会
を
Ａ

Ｑ
Ｕ
Ａ
博
多
で
開
催
し
ま
す
。現
況
報
告
会
を
三

〜
四
名
程
度
で
行
い
、ま
た
日
頃
の
悩
み
や
不
安

点
を
話
し
合
え
る
場
と
し
て
プ
リ
セ
プ
タ
ー
と
後

輩（
プ
リ
セ
プ
テ
ィ
）と
の
相

談
会
や
多
重
課
題
に
つ
い

て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。�

　
今
年
で
三
回
目
と
な
り
、

前
回
よ
り
濃
い
内
容
で
参

加
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
に
、盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。お
申
込
み
は
、す
で
に
福
岡

看
護
卒
業
生
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

　
私
は
現
在
、国
際

医
療
福
祉
大
学
熱

海
病
院
に
勤
務
し

て
お
り
、職
場
に
は

小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

の
後
輩
も
多
く
、充

実
し
た
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。�

　
卒
業
後
数
年
間

は
同
窓
生
と
会
う
機
会
は
多
か
っ
た
の
で
す
が
、皆

徐
々
に
仕
事
が
忙
し
く
な
り
、中
に
は
、結
婚
や
出

産
、海
外
留
学
を
す
る
人
も
い
て
、会
う
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、同
窓
会
を
活
用
し

た
い
と
考
え
、今
年
の
二
月
に「
小
田
原
保
健
医
療

学
部
　
第
一
回
 

看
護
・
理
学
・
作
業
療
法
学
科
　

合
同
同
窓
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。�

　
企
画
、運
営
、手
配
な
ど
前
例
の
な
い
な
か
で
の
準

備
は
不
安
も
大
き
く
、開
催
の
実
現
も
危
う
く
な

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、同
窓
会
当
日
は
、予
想

を
大
き
く
上
回
る
数
の
卒
業
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
な
に
も
な
い
」と
こ
ろ
か
ら
立
ち
上
げ
る
の
は
大
変

で
す
が
、逆
に「
な
ん
と

で
も
で
き
る
」と
い
う
こ

と
を
今
回
の
企
画
を
通

し
て
感
じ
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
、同
窓
生
や
先

生
方
と
の
つ
な
が
り
を

強
め
て
い
け
る
企
画
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

同
窓
会
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信
に
つ
い
て
�

九
州
支
部
看
護
学
科
分
科
会
研
修
会
�

九
州
支
部
理
学
療
法
学
科
分
科
会
に
つ
い
て
�

九
州
支
部
言
語
聴
覚
学
科
分
科
会
�

研
修
会
開
催
の
報
告
�

平
成
二
七
年
度
　
海
外
留
学
奨
学
生
決
定
�

　
月
に
一
回
、同
窓
会
・
大
学
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
案

内
や
大
学
学
生
会（
学
友
会
）か
ら
の
情
報
を
同
窓

会
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
と
し
て
配
信
し
て
い
ま
す
。卒
業

後
も
ぜ
ひ
大
学
G
m
a
i
l
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

※
大
学
G
m
a
i
l
の
ご
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

　
八
月
二
二
日
、言
語
聴
覚
学
科
分
科
会
研
修

会
を
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。�

　
講
演
会
は
佐
賀
大
学
医
学
部
付
属
病
院
の
言

語
聴
覚
士
・
森
本
邦
子
先
生
に
、「
ガ
ン
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
」と
い
う
内
容
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
、症
例
検
討
な
ど
も
行
い
、有
意
義
な

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。�

　
早
期
か
ら
適
切
な
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
理
学
療
法
士

の
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
ク
セ
ス
を

学
ぶ
た
め
、先
進
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

イ
ギ
リ
ス
へ
の
留
学
を
決
意
。コ
ベ
ン
ト
リ
ー
大
学
に一

年
間
留
学
の
予
定
で
す
。三
人
目
の
海
外
留
学
奨

学
生
と
な
る
有
家
さ
ん
を
応
援
し
、今
後
の
活
躍
を

同
窓
会
広
報
ツ
ー
ル
で
ご
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。�

　
一
〇
月
一
〇
日
、大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、理
学
療
法

学
科
同
窓
会
を
開
催
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
研
修
会

と
は
違
う
方
向
で
卒
業
生
が
集
ま
る
場
を
作
る
こ

と
が
目
的
で
、当
日
は
大
学
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ

か
、同
窓
会
役
員
に
よ
る
一
〇
周
年
企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
。参
加
費
は
無
料
。（
飲

み
物
、軽
食
を
準
備
し
ま
す
）�

　
申
し
込
み
は
、往
復
は
が
き
を
郵
送
し
て
お
り
ま

す
の
で
、返
信
用
は
が
き
に
必
要
事
項
を
明
記
の
う

え
、出
欠
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
欠
席
の
場
合
で

も
、氏
名
、住
所
、勤
務
先
を
明
記
の
う
え
ご
返
送

く
だ
さ
い
）�

※
往
復
は
が
き
が
郵
送
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。件
名
を「
福
岡
保
健

医
療
学
部
Ｐ
Ｔ
学
科
同
窓
会
」と
し
、本
文
に
、①

氏
名
、②
卒
業
期
、③
住
所
、④
勤
務
先
 

を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。�

　
一
〇
月
一
〇
日
、大
川
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、同
窓
会
九
州
支
部

会
総
会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
主
な
議
題
は
次
年
度
か
ら

の
新
役
員
の
承
認
で
、終
了
後

は
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
参
加
費
は
無
料
。
大
学
祭

も
行
わ
れ
て
お
り
、同
窓
会
か

ら
模
擬
店
を
出
店
し
ま
す
。�

　
参
加
申
し
込
み
は
タ
イ
ト
ル
を「
総
会
申
込
み
」

と
し
、本
文
に
氏
名
・
学
籍
番
号
を
記
入
し
、左
記
の

ア
ド
レ
ス
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。�



学生�
投稿�
ページ�

21
患者さんに１対１で長く接することができるから、理学療法士をめざしました。�

宮田さんのアパートは市街地の中の緑が多い閑静
な一帯。家賃は36000円。徒歩圏内に、スーパー、
ホームセンター、書店、飲食店など多くの店が揃って
います。通学は自転車。夏休みに地元に帰って、運
転免許を取る予定です。�

医療に関わりたくて、診療放射線技師をめざしました。�

今回は1年生の新生活をレポートします。初めてのひとり暮らしとともに、�
大学生活をスタートさせて早くも3か月。それぞれのアパートを訪ねて、友だちのこと、�
勉強のこと、自慢のレシピなどを紹介してもらいました。これがまさに4年後に向けての�
第一歩。充実した大学生活につながっていくことを祈ります。�

１年生の新生活レポート�
～私たちの第一歩！～�

おしゃれな器に盛り付けたのは…�おしゃれな器に盛り付けたのは…�

サークルの先輩直伝のビビンバ�
�

家に帰ったら食べたいものは、�
自分で作ってみると、意外に難しいのがハンバーグ。�
今度帰ったら、母の作り方をマスターしたい。�

宮田さん：高校１年生の時、膝内側半月板損
傷でリハビリを受けたことが、理学療法士をめ
ざすきっかけになりました。

それまでは生物に興味があって、
理系への進学を考えていましたが、
診療放射線技師の父もこの道に
進むことを応援してくれました。�
　ひとり暮らしでまずとまどったのは、
自分で生活のペースを作らないと、
時間だけが過ぎていってしまうこと。
これまでの生活では、食事や風呂
など、家族が作ってくれるペースが
あったことを実感しました。�
　洗濯のために天気を気にしたり、
ごみ出しの日を頭に入れたりすることも初めて
の経験です。自分の名前で契約する場面も
経験して、「物事に責任を持つ」ということを
身をもって知ることができた気がします。�

　入学直後に学科で実施した「フレッシュマン
キャンプ」で一気に友だちと打ち解けることが
できました。部活やサークルの先輩も、近づき
やすく、頼りになる存在です。�

●チーズハンバーグ�

●ポテトサラダ�

合挽き肉、たまねぎのみじん切り、パン粉、塩コシ
ョウ、全卵をこねて、形を整えて焼く。�
最後に、とろけるチーズを半分に割いて、クロス
して載せ、溶けたら完成。�
ソースは、ハンバーグを取り出したフライパンにケ
チャップ、とんかつソース、砂糖をいれて煮つめる。�

も やし
玉 子 �
ひき肉
人 参 �
椎 茸 �
きゅうり�
キムチ�

軽く茹でて、ごま油・鶏ガラスープ・塩をあえる�
軽く塩をして、ごま油で焼く�
ごま油で炒めながら、焼肉のたれをあえる�
塩茹でする�
ごま油で炒めながら、塩とにんにくをあえる�
生のまま千切り�
市販のもの�

茹でてつぶしたじゃがいも、生きゅうり、ハム、茹
でた人参、コーン（缶詰）を塩コショウとマヨネー
ズであえる。�

池田さんが住んでいるのは大学から市街地に向かう途中にあ
るアパート。車があるので、通学や買い物の不自由はありません。
家賃は定額水道代込みで41000円。近くに住むバドミントン
部の高倉さんもしっかりした生活上手タイプです。�

池田さん：ひとり暮らしをするにあたって、家族か
らは「できるの？」と心配されました。でも、自分では、
その場になれば何とかなるくらいに考えていました。
（あまり気にしない性格）�
　実際に始めてみると、ひとり暮らしは何かと忙
しいというのが感想。生活の

ペースを作る家事があって、そこから勉強の時間が
生まれる。これまで、これを家族がやってくれてい
たことを実感しました。津波と原発事故のため、父
と姉はそれぞれ宮城県内で生活していて、実家は
母がひとりで守っています。だからこそ、わたしも家
事と勉強を両立させるためにがんばっています。�
　おじといとこが診療放射線技師をしていて、普
段からなんとなく話を聞いていたことも、この仕事
をめざすきっかけになっています。医師とは違い
直接治療行為はできませんが、特に放射線治療
の分野では、診療放射線技師が最前線の治療
の場面で活躍できることに魅力を感じています。�

　勉強は、概論や理論の他はまだあまり専門的
なところまでは進んでいません。２週間に1度集ま
るゼミは、先生と近くなれる有意義な時間です。�

高校3年生のとき、ク
ラスメートが大学合
格祈願としてプレゼ
ントしてくれたマスコッ
トです。�

高校２年生のとき、県大
会の団体戦で準優勝し
て、関東選抜に出場。
そのときに使っていたラ
ケットです。�

保健医療学部 放射線・情報科学科１年�

池田有花さん（左）★�
福島県立原町高校出身�

保健医療学部 看護学科１年�

高倉汐南さん（右）�
福島県立福島西高校出身�

保健医療学部 �
理学療法学科１年�
（左から）�
大山拓真さん�
栃木県立栃木高校出身�

宮田義潤さん★�
群馬県立太田高校出身�

吉原光さん�
福島県磐城桜が丘高校出身�

取材日：７月30日�

取材日：8月8日�

：�
：�
：�
：�
：�
：�
：�

具をのせたら、全体に軽くごま油をかけ、真ん中に�
コチュジャンをのせて完成。�

次はチヂ
ミを�

習いたい
！�

家に帰ったら食べたいものは、�
池田さん：母のハンバーグ�
高倉さん：母の餃子はおいしい！�


